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刊
行
の
辞

　
本
書
は
J
X
T
G
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
堺
製
油
所
が
一
九
七
四
年
に
創
刊
い
た
し

ま
し
た
月
刊
地
域
紙
『
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
』
の
45
周
年
を
記
念
し
て
、
二
〇
一
二

年
よ
り
随
時
連
載
い
た
し
ま
し
た
「
ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
」
を
ま
と
め
、

刊
行
す
る
も
の
で
す
。

　
月
刊
地
域
紙
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
は
、
堺
製
油
所
と
近
隣
住
民
の
皆
様
と
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
、
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
製
油
所
の

環
境
安
全
対
策
報
告
を
中
心
と
し
た
紙
面
で
し
た
が
、
読
者
で
あ
る
近
隣
の
皆

様
か
ら
の
お
声
を
反
映
し
、
一
企
業
の
地
域
紙
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
読

者
の
皆
様
に
と
っ
て
役
立
つ
・
楽
し
め
る
様
々
な
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
時
代
と
共
に
変
化
し
続
け
る
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
で
す
が
、
近
隣
住
民

の
皆
様
と
共
に
あ
り
た
い
と
い
う
想
い
は
創
刊
当
初
か
ら
今
で
も
変
わ
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
45
年
と
い
う
長
期
に
わ
た
り
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
を
発
行
で
き
た
の
も
、

私
た
ち
の
想
い
に
応
え
て
下
さ
る
読
者
の
皆
様
の
お
力
添
え
の
結
果
で
す
。

　
さ
て
、
今
回
刊
行
い
た
し
ま
し
た
本
書
は
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
人
気
特
集
で

あ
る
〝
ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
〟
を
、
持
ち
運
ん
で
い
た
だ
け
る
ハ
ン
ド

サ
イ
ズ
の
冊
子
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
阪
堺
線
の
各
停
留
場
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
面
白
い
名
所
や
旧
跡
を
紹
介
す

る
本
書
は
、
初
め
て
そ
の
地
を
訪
れ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
の
方
に
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
書
を
通
し
て
郷
土
愛
を
深
め
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
甚
に
存

じ
ま
す
。

　
本
書
が
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
よ
う
に
読
者
の
皆
様
に
末
永
く
愛
さ
れ
る
一
冊

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

月刊地域紙「フェニックス」
1974 年創刊。地域関連情報や当製油所からのお
知らせを掲載し毎月発行しており、地域の読者に
支えられ、2019 年 3 月号で通算 544 号を達成
しています。

堺製油所は、西日本の大消費地である大阪府に展開する堺・泉北
臨海工業地帯に位置しています。ガソリンや灯油、軽油、重油と
いった石油製品の生産に加えて、石油化学製品の生産も行う一体
型製油所で、省エネルギー効率は日本のトップクラスにあります。
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１
〈
大
和
川
〜
高
須
神
社
〉

江
戸
時
代
の
記
憶
を
残
す
街
並
み
を
ゆ
く 

２
０
１
２
・
１１

風
間
寺
／
北
之
橋
跡
／
千
日
井
・
供
養
碑
／
高
須
神
社
…
…
6

２
〈
高
須
神
社
〜
綾
ノ
町
〉

晶
子
の
先
輩
詩
人
の
生
家
跡
や
慧
海
が
学
ん
だ
寺
子
屋 

２
０
１
３・３

河
井
醉
茗
生
家
の
跡
碑
／
清
学
院
／
樽
善
の
石
灯
篭
／
鳳
翔
館
…
…
8

３
〈
綾
ノ
町
〜
神
明
町
〉

熊
野
権
現
の
上
人
伝
説
か
ら
日
本
最
古
級
の
町
屋
へ 

２
０
１
３・６

北
十
萬
／
堺
市
立
町
家
歴
史
館
山
口
家
住
宅
／
月
蔵
寺
／
堺
自
転
車
会
館
…
…
10

４
〈
神
明
町
〜
妙
国
寺
前
〉

与
謝
野
晶
子
の
初
恋
や
明
治
の
「
堺
県
」
を
偲
ぶ 

２
０
１
３
・
１１

正
中
山
覚
応
寺
／
本
願
寺
堺
別
院
・
堺
県
庁
跡
碑
／
勝
軍
山
善
長
寺
／
極
楽
橋
…
…
12

５
〈
妙
国
寺
前
〜
花
田
口
〉

堺
き
っ
て
の
貿
易
商
と
子
育
て
幽
霊
伝
説
の
寺 
２
０
１
４・３

材
木
町
交
差
点
／
本
受
寺
／
大
阪
府
立
泉
陽
高
等
学
校
／
櫛
笥
寺
…
…
14

６
〈
花
田
口
〜
大
小
路
〉

「
聖
女
伝
説
」
か
ら
「
奇
縁
冰
人
石
」
へ 

２
０
１
４・６

戎
公
園
（
ザ
ビ
エ
ル
公
園
）
／
堺
奉
行
所
跡
碑
／
山
本
梅
史
生
家
の
跡
碑
／
菅
原
神
社
…
…
16

７
〈
大
小
路
〜
宿
院
〉

「
晴
明
伝
説
の
辻
」
か
ら
「
白
夜
の
兎
」
群
像
へ 

２
０
１
５・１

晴
明
辻
跡
碑
／
開
口
神
社
／
宿
院
頓
宮
／
大
浜
公
園
…
…
18

８
〈
宿
院
〜
寺
地
町
〉

「
千
利
休
屋
敷
跡
」
か
ら
「
河
盛
仁
平
邸
宅
跡
」
へ 

２
０
１
５・６

千
利
休
屋
敷
跡
／
阿
免
寺
／
堺
市
立
英
彰
小
学
校
／
明
治
天
皇
行
在
所
旧
跡
（
河
盛
仁
平
邸
宅
跡
）
…
…
20

《
凡
例
》�

本
冊
子
は「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」２
０
１
２
年
11
月
号
か
ら
２
０
１
９
年
１
月
号
に
か
け
て
計
15
回（
前
後
編
含
む
）掲
載
さ
れ
た

「
ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
」を
再
編
集
し
た
も
の
で
す
。

紙
面
カ
ラ
ー
化（
２
０
１
５
年
１
月
号
〜
）前
の
イ
ラ
ス
ト・写
真
等
は
、原
紙
面
同
様
モ
ノ
ク
ロ
と
し
て
い
ま
す
。

本
文・一部
写
真
に
つ
い
て
は
、本
冊
子
の
紙
面
ス
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
量
の
調
整
、語
句
の
修
正
等
改
訂
を
行
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、記
さ
れ
て
い
る
内
容
は
原
記
事
掲
載
時
点（
左
上
に
記
載
）の
情
報
で
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

９
〈
寺
地
町
〜
御
陵
前
〉

「
晶
子
の
母
校
」
か
ら
「
乳
守
明
神
社
」
へ 

２
０
１
６・１

堺
市
立
少
林
寺
小
学
校
与
謝
野
晶
子
歌
碑
／
旭
蓮
社
大
阿
弥
陀
経
寺
／
大
安
寺
／
南
宗
寺
／
乳
守
明
神
社
…
…
22

10
〈
御
陵
前
〜
東
湊
〉

「
出
島
浜
」
か
ら
「
風
車
の
里
」
へ 

２
０
１
６・６
＆
８

出
島
漁
港
／
船
待
神
社
／
旧
湊
郵
便
局
／
湊
西
ぼ
う
さ
い
公
園
／
堺
市
立
新
湊
小
学
校
前
風
車
…
…
24

11
〈
東
湊
〜
石
津
北
〉

「
阪
田
三
吉
」「
小
栗
判
官
」 

伝
説
的
人
物
の
足
跡
を
た
ど
っ
て 

２
０
１
７・８

舳
松
人
権
歴
史
館
阪
田
三
𠮷
記
念
室
／
王
将
阪
田
三
𠮷
顕
彰
碑
／
一
里
山
地
蔵
尊
／
太
鼓
蔵
／
熊
野
街
道
碑
…
…
26

12
〈
石
津
北
〜
石
津
〉

「
乳
岡
古
墳
」
か
ら
「
え
べ
っ
さ
ん
の
街
」
へ 

２
０
１
８・４

乳
岡
古
墳
／
石
津
神
社
／
石
津
太
神
社
／
横
寝
地
蔵
…
…
28

13
〈
石
津
〜
船
尾
〉

「
太
陽
橋
」
か
ら
「
諏
訪
森
」
へ 

２
０
１
８
・
１１

太
陽
橋
／
北
畠
顕
家
戦
死
の
地
碑
／
諏
訪
神
社
遥
拝
所
／
浜
寺
船
尾
薬
師
堂
／
堺
聖
テ
モ
テ
教
会
／
諏
訪
神
社
／
南
海
諏
訪
ノ
森
駅
西
駅
舎
…
…
30

14
〈
船
尾
〜
浜
寺
駅
前
〉

「
諏
訪
ノ
森
駅
西
駅
舎
」
か
ら
「
浜
寺
公
園
駅
旧
駅
舎
」
へ 

２
０
１
９・１

南
海
諏
訪
ノ
森
駅
西
駅
舎
／
浜
寺
三
光
会
館
・
紀
州
街
道
碑
／
三
光
松
跡
碑
／
海
道
畑
停
留
場
跡
／
浜
寺
公
園
／
南
海
浜
寺
公
園
駅
旧
駅
舎
…
…
32

堺
製
油
所
の
あ
ゆ
み
…
…
34

編
集
後
記
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ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
①
　
大
和
川
〜
高
須
神
社

悲
劇
の
町
割
奉
行
　

ゆ
か
り
の
地

　

大
和
川
停
留
場
を
降
り
て
西

に
向
か
い
、
紀
州
街
道
に
入
っ

て
住
宅
や
工
場
が
軒
を
並
べ
る

通
り
を
南
に
行
く
と
風か

ざ
ま
じ

間
寺
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
江
戸
時
代

初
期
に
堺
の
町
割（
街
路
や
敷

地
の
設
定
）を
行
っ
た
風
間
六

右
衛
門
が
自
刃
し
た
旧
跡
で

す
。
六
右
衛
門
は
、
元
和
元
年

（
一
六
一
五
）の
大
坂
夏
の
陣
で

灰
燼
に
帰
し
た
堺
の
再
建
に
携

わ
り
、
町
割
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
熱
心
な
日
蓮
宗

徒
で
あ
っ
た
た
め
他
宗
か
ら

「
贔
屓
を
し
て
日
蓮
宗
系
の
寺

院
に
一
等
地
を
与
え
た
」な
ど

不
平
不
満
の
声
が
上
が
り
、
幕

府
へ
直
訴
さ
れ
ま
し
た
。「
三

日
以
内
に
江
戸
に
参
じ
よ
」（
当

時
は
早
く
て
七
日
間
ほ
ど
か

か
っ
た
と
い
い
ま
す
）と
無
理

難
題
を
課
せ
ら
れ
た
六
右
衛
門

は
、
江
戸
に
向
か
う
と
見
せ
て

並
松
町
で
割
腹
し
ま
し
た
。
そ

の
町
割
は「
元
和
の
町
割
」と
呼

ば
れ
、
現
在
の
市
街
に
も
色
濃

く
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
濠
に
掛
け
ら
れ
た

北
之
橋
跡

　

風
間
寺
前
を
南
下
す
る
と
交

差
点
が
あ
り
、
そ
こ
が
北
之
橋

跡
で
す
。
中
世
の
堺
を
護
っ
て

い
た
環
濠
は
秀
吉
に
よ
っ
て
埋

め
ら
れ
ま
し
た
が
、
六
右
衛
門

の
町
割
に
よ
っ
て
復
活
し
、
そ

の
紀
州
街
道
の
出
入
口
と
し
て

架
け
ら
れ
た
の
が
北
之
橋
で

す
。
長
さ
約
一
二
・
七
m
、
幅

約
四
・
五
m
で
、
大
門
と
高
札

場
が
あ
り
ま
し
た
。
北
之
橋
か

ら
南
之
橋（
現
在
の
少
林
寺
橋
）

ま
で
は
約
二
・
七
㎞
）で
、
こ
れ

が
江
戸
時
代
の
堺
の
ま
ち
の
全

長
で
し
た
。

行
基
と
神
南
辺
道
心

ゆ
か
り
の
地

　

道
路
を
西
に
向
か
う
と
堺
七

道
郵
便
局
の
前
に
あ
る
千せ

ん
に
ち
い

日
井

に
出
ま
す
。
七
道
界
隈
は
、
か

つ
て
は
七
堂
濱
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
民
衆
に
慕
わ
れ
た
奈

良
時
代
の
名
僧
・
行
基（
六
六
八

〜
七
四
九
）が
開
い
た
寺
の
七

堂
伽
藍
が
名
の
由
来
で
、
千
日

井
は
そ
の
遺
構
と
い
わ
れ
て
お

り
、
上
水
道
整
備
が
さ
れ
る
ま

で
地
元
民
の
優
れ
た
飲
料
水
源

で
し
た
。

　

千
日
井
の
そ
ば
に
は
土
居

川
・
千
日
橋
の
建
立
者
で
あ
る

岩
ノ
喜
兵
衛
と
水
難
者
の
供

養
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

江
戸
時
代
困
窮
者
の
救
済
に

尽
力
し
た
神か

ん
な
べ
ど
う
し
ん

南
辺
道
心（
？
〜

一
八
四
一
）の
発
起
に
よ
り
建

て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

堺
鉄
砲
鍛
冶
の
鎮
守
・

高
須
神
社

　

千
日
井
か
ら
一
筋
南
に
下

り
、
今
度
は
東
に
向
か
っ
て
い

く
と
、
芝
辻
理
右
衛
門（
？
〜

一
六
三
四
）ゆ
か
り
の
高
須
神

社
へ
と
到
達
し
ま
す
。
理
右
衛

門
は
慶
長
一
六
年（
一
六
一
一
）

我
が
国
初
の
大
筒
を
家
康
に
納

入
し
ま
し
た
。
ま
た
大
坂
冬
の

陣
で
も
鉄
砲
を
納
入
、
さ
ら
に

火
縄
銃
修
理
を
行
い
、
こ
れ
ら

の
功
績
に
よ
っ
て
、
元
和
元
年

（
一
六
一
五
）に
高
須
に
土
地
を

賜
わ
り
神
社
を
建
て
ま
し
た
。

境
内
北
側
に
な
で
る
と
願
い
が

叶
う
と
い
う
萬
願
石
が
あ
り
ま

す
。
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史
学
部
、『
行
基 

生
涯
・
事
跡
と
菩

薩
信
仰
』堺
市
博
物
館
、『
さ
か
い
１
９
９
３

〜
１
９
９
４
』新
日
本
製
鐵
株
式
会
社
堺
製
鐵

所
、『
さ
か
い
１
９
９
５
〜
１
９
９
６
』新
日
本

製
鐵
株
式
会
社
堺
製
鐵
所

ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
①　

大
和
川
〜
高
須
神
社

江
戸
時
代
の
記
憶
を
残
す

街
並
み
を
ゆ
く

阪
堺
線
を
南
に
た
ど
る
新
シ
リ
ー
ズ
。

ス
タ
ー
ト
地
点
は
、
堺
の
北
端
に
位
置
す
る
阪
堺
大
和
川
停
留
場
で
す
。

高
須
神
社
停
留
場
ま
で
の
道
筋
に
は
、
面
白
い
名
所
・
旧
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

高須神社

北之橋跡

風間寺
（看板あり）

千日井・供養碑
（堺七道郵便局前）

七道七道七道七道

高須神社高須神社高須神社高須神社

大和川大和川大和川大和川

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

南

海

本

線

南

海

本

線 紀

州

街

道

紀

州

街

道

並松町並松町並松町並松町
七道西町七道西町七道西町七道西町

北半町西北半町西北半町西北半町西

北半町東北半町東北半町東北半町東
北旅籠町西北旅籠町西北旅籠町西北旅籠町西

北旅籠町東北旅籠町東北旅籠町東北旅籠町東

阪
神
高
速　

号
堺
線

阪
神
高
速　

号
堺
線

1515

　大和川〜高須神社まち歩きマップ

神南辺道心
ゆかりの供養碑

阪堺線の踏切の向こうに高須神社の鳥居が

阪神高速北側から紀州街道筋をのぞむ

かつて北之橋があった交差点。手前は説明板

柵に囲まれた中にある行基ゆかりの千日井

2012年11月号 No.468

高須神社
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ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
②
　
高
須
神
社
〜
綾
ノ
町

散
文
詩
人
・
河
井
醉
茗

生
家
の
跡
碑

　

高
須
神
社
か
ら
西
に
向
か

い
、紀
州
街
道
を
南
に
進
む
と
、

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍

し
た
詩
人
・
河か

わ
い
す
い
め
い

井
醉
茗
の
生
家

の
跡
碑
が
あ
り
ま
す
。
明
治
七

年（
一
八
七
四
）生
ま
れ
で
本
名

は
又
平
。一
八
歳
の
と
き
に『
少

年
文
庫
』に
詩
が
掲
載
さ
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で「
文
庫
派
」

の
詩
人
と
し
て
活
躍
。
与
謝
野

晶
子
は
醉
茗
ら
が
中
心
に
な
っ

て
結
成
し
た
浪
華
青
年
文
学
会

に
所
属
し
て
活
動
し
て
い
た
時

期
も
あ
り
ま
す
。
女
性
詩
人
の

育
成
や
地
位
向
上
に
努
め
、
昭

和
四
〇
年
に
九
〇
歳
で
没
し
ま

し
た
。

国
の
登
録
有
形
文
化
財
　

寺
子
屋
だ
っ
た「
清
学
院
」

　

紀
州
街
道
を
さ
ら
に
南
下

し
、
い
っ
た
ん
西
に
向
か
っ
て

三
つ
目
の
筋
を
北
上
す
る
と
堺

市
立
町
家
歴
史
館「
清せ

い
が
く
い
ん

学
院
」

（
開
館
時
間
一
〇
時
〜
一
六
時
、

火
曜
日
休
館
、
入
館
料
一
〇
〇

円
）に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
も

と
は
天
正
元
年（
一
五
七
三
）に

開
か
れ
た
と
さ
れ
る
修
験
道
の

寺
院
。
江
戸
後
期
か
ら
明
治
初

期
に
は「
清
光
堂
」と
い
う
寺
子

屋
で
、
チ
ベ
ッ
ト
を
探
検
し
た

宗
教
家
・
河か

わ
ぐ
ち
え
か
い

口
慧
海
も
学
ん
で

い
ま
し
た
。

　

小
さ
な
敷
地
に
不
動
堂
・
庫

裏
・
門
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
纏
め

ら
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
以
来

の
街
に
現
存
す
る
数
少
な
い
修

験
道
寺
院
と
し
て
平
成
一
四
年

（
二
〇
〇
二
）に
国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

慧
海
の
父
・
善
吉
が

奉
納
の
石
灯
篭

　

清
学
院
か
ら
筋
を
四
本
ほ
ど

西
に
向
か
い
、
内
川
緑
地
沿
い

の
道
を
南
下
す
る
と
、
菅
原
神

社
の
御お

た
び
し
ょ

旅
所
。
中
に
は
入
れ
ま

せ
ん
が
金
属
ネ
ッ
ト
の
向
こ
う

に
鳥
居
と
石
灯
篭
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
南
側
石
灯
篭
の

台
座
の
真
ん
中
に
は「
樽
善
」と

い
う
彫
り
物
が
残
さ
れ
て
お

り
、
河
口
慧
海
の
父
・
善
吉
が

仲
間
と
一
緒
に
奉
納
し
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
善
吉
は
樽

や
桶
を
作
る
職
人
で
、
平
生
は

仕
事
一
筋
の
人
物
で
し
た
が
曲

が
っ
た
こ
と
が
大
嫌
い
で
、
あ

る
庄
屋
の
悪
政
を
正
す
訴
訟
を

起
こ
し
財
産
を
減
ら
し
た
と
い

い
ま
す
。
思
い
立
っ
た
ら
損
得

抜
き
で
一
直
線
に
行
動
す
る
と

こ
ろ
は
、
仏
典
を
求
め
て
命
が

け
で
チ
ベ
ッ
ト
に
密
入
国
し
た

息
子
の
慧
海
に
も
通
じ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

古
い
町
屋
を
改
造
し
た

無
料
休
憩
所「
鳳
翔
館
」

　

内
川
沿
い
を
さ
ら
に
南
下
し

て
、
府
道
一
八
七
号
線
を
東

側
に
向
か
っ
て
い
く
と
、
鳳ほ

う

翔し
ょ
う
か
ん
館
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
古

い
町
屋
を
改
造
し
平
成
一
九
年

（
二
〇
〇
七
）に
オ
ー
プ
ン
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ペ
ー
ス
で
、

一
階
に
は
堺
の
大
き
な
古
地
図

を
展
示
、
座
敷
に
な
っ
て
い
る

二
階
で
は
与
謝
野
晶
子
関
連
の

資
料
な
ど
も
紹
介
し
て
い
ま

す
。
土
・
日
曜
日
の
み
の
開
館

（
一
一
時
〜
一
七
時
）で
す
が
、

無
料
休
憩
所
と
し
て
活
用
で
き

ま
す
。

■
参
考
資
料

『
関
西
文
壇
の
形
成 

明
治
・
大
正
期
の
歌
誌

を
中
心
に
』
前
田
書
店
出
版
部
、『
河
井
酔
茗 

詩
の
自
立
』
山
梨
大
学
、『
島
本
久
恵
─
河
井

酔
茗
と
と
も
に　

そ
の
九
十
年
の
軌
跡
を
め

ぐ
っ
て
』
泉
北
読
書
会
、『
清
学
院 

堺
市
立

町
家
歴
史
館
』
堺
市
市
長
公
室
文
化
部
文
化

財
課
、『
河
口
慧
海
─
日
本
最
初
の
チ
ベ
ッ
ト

入
国
者
』
春
秋
社
、『
河
口
慧
海
─
仏
教
の
原

点
を
求
め
た
人
』
堺
市
博
物
館
、『
遥
か
な
る

チ
ベ
ッ
ト
─
河
口
慧
海
の
足
跡
を
追
っ
て
─
』

中
央
公
論
社
、『
河
口
慧
海
─
人
と
旅
と
業

績
─
』
大
明
堂
、『
仏
教
を
歩
く
28
大
谷
光
瑞 

河
口
慧
海
』（
週
刊
朝
日
百
科
二
〇
〇
四
年
五

月
二
日
号
）
朝
日
新
聞
社
、『
河
口
慧
海
日
記

─
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
チ
ベ
ッ
ト
の
旅
』
講
談
社

ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
②　

高
須
神
社
〜
綾
ノ
町

晶
子
の
先
輩
詩
人
の
生
家
跡
や

慧
海
が
学
ん
だ
寺
子
屋

一
帯
は
古
く
か
ら
の
街
。
与
謝
野
晶
子
の
先
輩
詩
人
の
生
誕
地
や

江
戸
時
代
の
寺
子
屋
の
面
影
を
残
す
寺
院
、
チ
ベッ
ト
を
探
索
し
た

宗
教
家
・
河
口
慧
海
の
父
に
ま
つ
わ
る
石
灯
篭
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

2013年3月号 No.472

河井醉茗生家の跡碑

樽善の石灯篭

清学院

鉄砲鍛冶屋敷

鳳翔館

高須神社高須神社高須神社高須神社 高
須
神
社

高
須
神
社

高
須
神
社

高
須
神
社

河口慧海生家跡碑河口慧海生家跡碑河口慧海生家跡碑河口慧海生家跡碑

★★★★

★案内標★案内標★案内標★案内標

★★★★

★★★★

七道七道七道七道

綾ノ町綾ノ町綾ノ町綾ノ町

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

内

川

内

川

阪
神
高
速　

号
堺
線

阪
神
高
速　

号
堺
線

1515

紀
州
街
道

紀
州
街
道

北半町西北半町西北半町西北半町西

桜之町西桜之町西桜之町西桜之町西

綾之町西綾之町西綾之町西綾之町西

綾之町東綾之町東綾之町東綾之町東

桜之町東桜之町東桜之町東桜之町東

北半町東北半町東北半町東北半町東

北旅籠町西北旅籠町西北旅籠町西北旅籠町西

北旅籠町東北旅籠町東北旅籠町東北旅籠町東

187

　高須神社〜綾ノ町まち歩きマップ

清学院

詩人の記憶を伝
える街なかの碑

清学院の入り口往年の寺子屋の雰囲気がしのばれる

慧海の父ゆかりの石灯篭

古風な町屋が休憩所に
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ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
③
　
綾
ノ
町
〜
神
明
町

「
熊
野
権
現
の
生
ま
れ
変
わ
り
」

十
万
上
人
ゆ
か
り
の
寺
へ

　

綾
ノ
町
停
留
場
か
ら
府
道

一
八
七
号
を
南
東
の
方
角
に
進

ん
で
い
く
と
、
浄
土
宗
西
山

禅
林
寺
派
の
寺
院「
北き

た
じ
ゅ
う
ま
ん

十
萬
」

（
錦
之
町
東
二
丁
）
に
出
ま

す
。
室
町
時
代
の
延
徳
二
年

（
一
四
九
〇
）に
衆

し
ゅ
う
と
く
お
ん
け
い

徳
恩
冏
が
開

基
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
恩
冏
は

阿
弥
陀
経
十
万
巻
を
書
写
し
た

こ
と
か
ら「
十

じ
ゅ
う
ま
ん
し
ょ
う
に
ん

万
上
人
」と
呼
ば

れ
ま
し
た
。

　

興
味
深
い
の
は
十
万
上
人
が

「
熊く

ま
の
ご
ん
げ
ん

野
権
現
の
生
ま
れ
変
わ
り

で
あ
る
」と
い
う
民
間
の
信
仰

が
あ
っ
た
こ
と
。
山
門
前
に
は

「
熊
野
権
現
降
臨
地
」と
い
う
石

碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
堺

区
の
熊ゆ

や野
町
も
十
万
上
人
が
由

来
だ
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
初
期
の
町
屋
建
築

「
山
口
家
住
宅
」

　

北
十
萬
の
前
の
道
を
南
下

し
、
最
初
の
交
差
点
を
西
側

に
曲
が
る
と「
堺
市
立
町
家

歴
史
館 

山
口
家
住
宅
」（
錦
之

町
東
一
丁
）、
慶
長
二
〇
年

（
一
六
一
五
）の
大
坂
夏
の
陣
で

堺
の
街
が
全
焼
し
た
直
後
に
建

て
ら
れ
た
と
い
う
主
屋
が
あ
り

ま
す
。
現
存
す
る
江
戸
初
期
の

町
屋
は
全
国
で
も
珍
し
く
、
昭

和
四
一
年（
一
九
六
六
）に
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
土
間
に
あ
る
巨
大
な
梁
や

へ
っ
つ
い
、
樹
齢
二
百
年
近
い

と
い
う
大
ハ
ゼ
の
木
を
中
心
と

す
る
庭
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す

（
入
場
料
大
人
二
〇
〇
円
・
火

曜
休
）。

恩
讐
を
超
え
て
建
立

大
野
道
犬
斎
慰
霊
塔

　

山
口
家
住
宅
か
ら
も
う
一

度
、
東
に
進
み
、
北
十
萬
の
前

の
街
道
に
戻
っ
て
南
下
す
る
と

「
青
陽
山
月が

つ
ぞ
う
じ

蔵
寺
」に
出
ま
す
。

こ
こ
に
は
大
野
道ど

う
け
ん
さ
い

犬
斎
治は

る
た
ね胤
の

慰
霊
塔
が
あ
り
ま
す（
堺
市
文

化
財
公
開
の
時
の
み
見
学
可
）。

大
野
道
犬
斎
は
、
大
坂
夏
の
陣

で
、
堺
の
町
衆
が
家
康
方
に
つ

い
た
こ
と
か
ら
、
堺
を
強
襲
し

て
寺
社
民
家
二
万
戸
を
焼
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
夏
の
陣
後

に
捕
縛
さ
れ
、
見
せ
し
め
の
た

め
に
火
炙
り
に
さ
れ
る
と
い
う

無
残
な
最
期
を
遂
げ
ま
し
た
。

慰
霊
塔
は
そ
の
出
来
事
を
目
の

あ
た
り
に
し
、
恩
讐
を
超
え
て

菩
提
を
弔
お
う
と
し
た
堺
の
町

衆
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

も
の
づ
く
り
の
歴
史
に
触
れ
る

堺
自
転
車
会
館

　

月
蔵
寺
を
出
て
西
に
向
か

い
、
紀
州
街
道
を
南
に
進
む

と
、
最
後
に「
堺
自
転
車
会
館
」

（
九
間
町
西
一
丁
）に
出
ま
す
。

こ
こ
は
自
転
車
の
簡
易
展
示

施
設
で
、
自
転
車
の
構
造
や

パ
ー
ツ
品
の
分
解
展
示
な
ど
を

無
料
で
見
学
で
き
ま
す（
土
日

祝
・
年
末
年
始
は
休
館
）。
自

転
車
は
明
治
時
代
に
輸
入
品
と

し
て
入
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
修
理
や
代
替
部
品
の
製
造
に

堺
職
人
の
技
術
が
大
い
に
活
用

さ
れ
、
そ
れ
が
日
本
の
自
転
車

産
業
の
は
じ
ま
り
と
な
り
ま
し

た
。
古
墳
、
土は

じ

き
師
器
、
鋳
物
師
、

鉄
砲
、
刀
包
丁
鍛
冶
、
自
転
車

と
続
い
て
き
た「
堺
の
も
の
づ

く
り
一
五
〇
〇
年
」の
現
在
進

行
形
を
感
じ
取
れ
る
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
オ
ス
ス
メ
で
す
。

■
参
考
資
料

『
和
泉
名
所
図
会
』秋
里
籬
島
・
竹
原
信
繁
、『
大

阪
府
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
書
』

大
阪
府
、『
堺
市
立
熊
野
小
学
校
創
立
百
周
年

記
念
誌
』
堺
市
立
熊
野
小
学
校
、『
堺
市
歴
史

的
建
造
物
調
査
報
告
書 

堺
の
寺
社
建
築
』
堺

市
生
涯
学
習
部
社
会
教
育
課
・
堺
市
教
育
委

員
会
、『
環
濠
都
市
・
堺
と
山
口
家
住
宅
』
堺

市
市
長
公
室
文
化
部
文
化
財
課
、『
堺
の
民
家
』

大
阪
府
教
育
委
員
会
、『
フ
ォ
ー
ラ
ム
堺
学 

第
５
集
』
堺
都
市
政
策
研
究
所
、『
月
蔵
寺
報
』

月
蔵
寺
、『
堺
商
工
会
議
所
報 

２
０
０
７
年
』

堺
商
工
会
議
所
、『
堺
市
の
自
転
車
工
業
』
堺

自
転
車
産
業
振
興
会
事
務
局

ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
③　

綾
ノ
町
〜
神
明
町

熊
野
権
現
の
上
人
伝
説
か
ら

日
本
最
古
級
の
町
屋
へ

「
綾
ノ
町
」は
応
仁
の
乱
の
こ
ろ
京
か
ら
大
勢
の
織
物
師
た
ち
が

移
り
住
ん
で
綾
織
を
は
じ
め
た
の
が
由
来
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
綾
ノ
町
界
隈
の
物
語
を
訪
ね
な
が
ら
神
明
町
ま
で
歩
き
ま
す
。

2013年6月号 No.475

堺自転車会館

堺市立町家歴史館
山口家住宅

月蔵寺

北十萬

綾ノ町綾ノ町綾ノ町綾ノ町

神明町神明町神明町神明町

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

紀
州
街
道

紀
州
街
道

阪
神
高
速　

号
堺
線

阪
神
高
速　

号
堺
線

1515

錦之町東錦之町東錦之町東錦之町東

柳之町東柳之町東柳之町東柳之町東

柳之町西柳之町西柳之町西柳之町西

九間町西九間町西九間町西九間町西

187

　綾ノ町〜神明町まち歩きマップ

熊野権現降臨地碑

北十萬

山口家住宅

月蔵寺
大野道犬斎慰霊塔
（写真提供：月蔵寺）

堺自転車会館

山口家住宅
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ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
④
　
神
明
町
〜
妙
国
寺
前

歌
人
与
謝
野
晶
子
　

ゆ
か
り
の
寺

　

神
明
町
停
留
場
か
ら
南
東
に

向
か
う
と「
正
中
山
覚
応
寺
」

（
拝
観
自
由
・
無
料
）の
門
前
に

出
ま
す
。
同
寺
の
住
職
を
務
め

た
歌
人
・
河
野
鉄
南（
一
八
七
四

〜
一
九
四
〇
）は
、
与
謝
野
晶

子
の「
初
恋
の
相
手
」と
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
出
会
い
は
明
治

三
二
年（
一
八
九
九
）の
こ
と

で
、
晶
子
は
激
し
い
恋
文
を

送
っ
て
い
ま
す
が
、
鉄
南
は
妹

に
接
す
る
態
度
で
返
事
を
し
て

い
ま
す
。
結
局
晶
子
の
初
恋
は

実
ら
ず
、
鉄
南
の
紹
介
で
夫
と

な
る
与
謝
野
鉄
幹
に
出
会
い
ま

し
た
。
同
寺
の
境
内
に
は
歌
碑

も
あ
り
、
毎
年
五
月
二
九
日
の

晶
子
の
命
日
に
は「
白
桜
忌
」が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

吸
収
合
併
さ
れ
た
　

幻
の「
堺
県
」

　

覚
応
寺
の
前
か
ら
南
に
進
む

と「
本
願
寺
堺
別
院
」。
か
つ
て

こ
こ
に
は「
堺
県
庁
」が
置
か
れ

ま
し
た
。
堺
県
は
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）和
泉
国
お
よ
び
河

内
国
の
一
部
を
領
域
と
し
て
設

置
さ
れ
、
後
に
現
在
の
大
阪

府
東
部
さ
ら
に
は
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）奈
良
県
全
域
を
編

入
し
て
巨
大
行
政
区
と
な
り
ま

し
た
が
、
明
治
一
四
年
に
大
阪

府
に
吸
収
合
併
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。合
併
が
な
か
っ
た
ら
、

堺
の
歴
史
は
大
き
く
違
っ
て
い

た
で
し
ょ
う
。

真
田
十
勇
士
の
　
　
　

モ
デ
ル
が
建
立
し
た
寺

　

本
願
寺
堺
別
院
の
門
前
を
南

下
し
、
角
を
曲
が
っ
て
東
に
進

む
と「
勝
軍
山
善
長
寺
」が
あ
り

ま
す
。
善
長
寺
は
三
好
政
勝

（
一
五
三
六
〜
一
六
三
二
）が

父
・
政
長
の
菩
提
所
と
し
て
開

基
し
た
も
の
で
す
。
政
勝
は
室

町
末
期
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け

て
勢
力
を
誇
っ
た
三
好
一
族
の

一
人
で
、織
田
信
長
に
降
伏
し
、

本
能
寺
の
変
後
は
秀
吉
、
そ
の

死
後
は
家
康
に
仕
え
、
大
坂
の

陣
に
も
出
陣
し
て
、
な
ん
と

九
六
歳
の
長
寿
を
全
う
し
ま
し

た
。
政
勝
は
真
田
十
勇
士
の
一

人「
三
好
伊い

さ三
入
道
」の
モ
デ
ル

と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
真
田
家

と
三
好
家
に
は
婚
姻
や
養
子
を

と
お
し
た
つ
な
が
り
が
あ
り
、

政
勝
の
兄
・
政
康
が
モ
デ
ル
と

さ
れ
る「
三
好
清せ

い
か
い海
入
道
」と
と

も
に
真
田
十
勇
士
の
中
に
い
る

の
は
、
こ
う
し
た
歴
史
的
事
実

を
背
景
に
し
て
い
ま
す
。

堺
最
古
級
の
石
橋
　

「
極
楽
橋
」

　

善
長
寺
の
門
前
か
ら
東
、
土

居
川
公
園
の
南
方
に「
極
楽
橋
」

が
あ
り
ま
す
。
宿
屋
町
東
と
神

明
町
東
と
の
境
界
付
近
の
土
居

川
に
架
け
ら
れ
て
い
た
石
橋

で
、
昭
和
四
〇
年
代
に
阪
神
高

速
道
路
工
事
で
川
が
埋
め
立
て

ら
れ
、
移
設
さ
れ
ま
し
た
。
銘

文
か
ら
嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）

に
造
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て

お
り
、
堺
で
も
最
古
級
の
石
橋

で
す
。
極
楽
と
い
う
橋
名
は
こ

こ
を
通
っ
て
堺
の
ま
ち
か
ら

王お
う
じ子

ケが
う
え飢

墓
地
へ
と
向
か
う
葬

儀
参
列
者
の
列
が
続
い
た
こ
と

が
由
来
と
い
い
ま
す
。
川
を
越

え
る
と
、
此
岸
か
ら
彼
岸
へ
と

至
る
。
そ
う
い
う
昔
の
死
生
観

が
感
じ
ら
れ
る
橋
名
で
す
。

■
参
考
資
料

『
和
泉
名
所
図
会
』
秋
里
籬
島
・
竹
原
信
繁
、

『
大
阪
府
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告

書
』
大
阪
府
、『
白
桜 

与
謝
野
晶
子
と
堺
・

覚
応
寺
』
白
桜
忌
二
十
年
史
編
纂
委
員
会
、

『
大
阪
の
寺
近
代
こ
ぼ
れ
話
』
荒
木
伝
、『
堺

の
四
季
第
28
〜
40
号
』
堺
文
化
観
光
協
会
編
、

『
堺
人
第
４
号
』
堺
泉
州
出
版
会
、『
歩
い
て

学
ん
だ
「
堺
県
」』
堺
な
ん
や
衆
、『
明
治
十

年
代
の
堺
県
再
置
運
動
』
北
崎
豊
二
著
、『
戦

国
期
三
好
政
権
の
研
究
』
天
野
忠
幸
著
、『
戦

国
三
好
一
族
』
今
谷
明
、『
論
集
戦
国
大
名

と
国
衆
10
阿
波
三
好
氏
』
岩
田
書
院
、『
大

阪
の
史
跡
を
訪
ね
て 

中
世
編
』
大
阪
民
主
新

報
、『
内
川
・
土
居
川
お
散
歩
マ
ッ
プ
』
内

川
・
土
居
川
ま
つ
り
実
行
委
員
会
、『
堺
春
秋
』

中
山
凡
流
編
、『
歴
史
を
と
ど
め
る
橋
の
名

前　

伝
え
た
い
内
川
・
土
居
川
の
今
昔
』
内

川
・
土
居
川
ま
つ
り
実
行
委
員
会

ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
④　

神
明
町
〜
妙
国
寺
前

与
謝
野
晶
子
の
初
恋
や

明
治
の
「
堺
県
」
を
偲
ぶ

か
つ
て
神
明
神
社
が
あ
っ
た
の
が
神
明
町
と
い
う
町
名
の
起
こ
り
。

駅
前
か
ら
寺
町
エ
リ
ア
を
通
り
、
土
居
川
公
園
ま
で
歩
き
ま
す
。

2013年11月号 No.480

本願寺堺別院の堺県庁跡碑

三好一族ゆかりの勝軍山善長寺

公園の片隅に保存されている極楽橋

覚応寺境内の晶子歌碑

正中山覚応寺は拝観自由（無料）本願寺堺別院
（北の御坊）

勝軍山善長寺

正中山覚応寺

堺県庁跡碑

極楽橋

堺市立
錦小学校
堺市立
錦小学校

正門正門

妙国寺妙国寺

神明町神明町神明町神明町

妙国寺前妙国寺前妙国寺前妙国寺前

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

阪
堺
電
軌
阪
堺
線 阪

神
高
速　

号
堺
線

阪
神
高
速　

号
堺
線

1515

神明町西神明町西神明町西神明町西

神明町東神明町東神明町東神明町東

材木町東材木町東材木町東材木町東

宿屋町東宿屋町東宿屋町東宿屋町東

九間町東九間町東九間町東九間町東

土居川公園

紀
州
街
道

紀
州
街
道

　神明町〜妙国寺前まち歩きマップ

極楽橋
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ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
⑤
　
妙
国
寺
前
〜
花
田
口

木
屋
一
族
が
　
　
　

屋
敷
を
連
ね
た
地

　

妙
国
寺
前
停
留
場
を
降
り
る

と
、
目
の
前
に「
材
木
町
交
差

点
」が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
こ

の
一
帯
は「
材
木
町
濱
」と
呼
ば

れ
、
材
木
を
商
う
木
屋
一
族
が

住
ん
で
い
ま
し
た
。
戦
国
時
代

末
に
は
武
将
が
木
屋
の
屋
敷
に

宿
泊
し
た
と
い
う
記
録
も
あ

り
、
繁
栄
ぶ
り
が
う
か
が
え
ま

す
。
当
時
は
城
や
砦
の
建
築

ラ
ッ
シ
ュ
で
、
戦
乱
で
焼
失

し
た
家
屋
敷
の
再
建
需
要
も

大
き
く
、
材
木
商
は
有
力
者

に
と
っ
て
大
切
な
存
在
で
し

た
。
数
十
年
を
経
た
元
禄
二
年

（
一
六
八
九
）の『
堺
大
絵
図
』で

も
、
こ
の
区
域
に「
木
屋
」を
称

す
る
屋
敷
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。ル

イ
ス
と
名
乗
っ
た

豪
商
の
菩
提
所

　

材
木
町
か
ら
東
に
進
む
と
、

妙
国
寺
と
そ
の
向
か
い
に
本ほ

ん

受じ
ゅ

寺じ

が
あ
り
ま
す
。

　

本
受
寺
は
江
戸
幕
府
成
立
前

後
の
時
代
に
活
躍
し
た
貿
易
家

西
ル
イ
ス（
宗
真
）の
菩
提
寺

で
す
。
元
は
武
士
で
し
た
が
、

文
禄
年
間（
一
五
九
〇
年
代
半

ば
）フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島

に
移
り
貿
易
に
従
事
、
慶
長

一
〇
年（
一
六
〇
五
）来
日
し
た

ル
ソ
ン
船
に
通
訳
と
し
て
同
行

し
、
徳
川
家
康
に
謁
見
し
ま
し

た
。
そ
の
後
帰
国
し
、
元
和
年

間（
一
六
一
五
〜
二
四
）堺
に
居

を
構
え
晩
年
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。「
ル
イ
ス
」は
キ
リ
シ
タ
ン

と
し
て
の
洗
礼
名
で
す
が
、
仏

教
に
転
向
し
て
お
寺
に
そ
の
名

を
残
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

文
豪
夏
目
漱
石
が
　

講
演
を
行
っ
た
場
所

　

本
受
寺
山
門
前
の
道
を
南
西

方
向
に
進
む
と
大
阪
府
立
泉
陽

高
等
学
校
の
校
舎
が
見
え
て
き

ま
す
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
明
治
七

年（
一
八
七
四
）開
口
神
社
に
開

設
さ
れ
た
女じ

ょ
こ
う
ば

紅
場（
読
み
書
き

算
盤
、
裁
縫
な
ど
を
教
え
た
女

子
教
育
機
関
）で
、
そ
の
後
堺

市
立
堺
高
等
女
学
校
と
な
っ
て

現
在
地
に
移
転
し
、
明
治
四
四

年（
一
九
一
一
）八
月
に
は
朝
日

新
聞
主
催
夏
目
漱
石
講
演
会
の

会
場
と
な
り
ま
し
た
。
漱
石
は

マ
ク
ラ
の
部
分
で
、
明
治
二
〇

年
代
に
堺
に
来
た
こ
と
が
あ

り
、
久
し
ぶ
り
に
堺
を
訪
れ
て

見
回
す
と
辻
々
に「
夏
目
漱
石

君
」な
ど
と
講
演
案
内
が
貼
ら

れ
、
ま
る
で
晒
し
者
に
な
っ
た

よ
う
で
あ
ま
り
あ
り
が
た
く
な

い
、
と
愚
痴
を
交
え
た
ユ
ー
モ

ア
あ
ふ
れ
る
語
り
口
を
見
せ
て

い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
堺
高
等
女
学
校
は

与
謝
野
晶
子
の
母
校
で
も
あ
り

ま
す
。

子
育
て
幽
霊
伝
説
の

名
僧
ゆ
か
り
の
寺

　

大
阪
府
道
一
二
号（
堺
大
和

高
田
線
）に
出
て
泉
陽
高
校
の

正
門
前
を
過
ぎ
る
と
、
そ
の
向

か
い
側
に
見
え
て
く
る
の
が

櫛く
し
げ
じ

笥
寺
で
す
。
同
寺
で
江
戸
時

代
以
来「
壷つ

ぼ
に
っ
し
ん
さ
ま

日
審
様
」と
呼
ば

れ
信
仰
を
集
め
て
い
る
日
審

上
人
に
は
、
不
思
議
な
出
生

譚
が
あ
り
ま
す
。
慶
長
四
年

（
一
五
九
九
）に
堺
の
絹
屋
清
左

衛
門
の
娘
・
お
梅
が
出
産
間
近

で
亡
く
な
り
、
土
葬
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
壺
棺
の
中
で
奇
跡

的
に
出
生
し
た
と
い
う
の
で

す
。
死
ん
だ
は
ず
の
産
婦
が
墓

の
中
で
生
ん
だ
我
が
子
を
救
う

た
め
毎
晩
幽
霊
と
な
っ
て
飴
を

買
い
に
来
る「
子
育
て
幽
霊
」と

い
う
怪
談
が
あ
り
ま
す
が
、
日

審
上
人
と
母
・
梅
は
モ
デ
ル
と

目
さ
れ
、
同
寺
で
は
そ
の
出
生

譚
に
ち
な
ん
で「
安
産
腹
帯
」を

授
与
し
て
い
ま
す
。

■
参
考
資
料

『
堺
市
史
』
堺
市
役
所
、『
海
外
貿
易
史
（
鎌

倉
時
代
〜
徳
川
時
代
鎖
国
ま
で
）』
御
朱
印
船

美
術
展
事
務
所
編
、『
海
外
視
点
・
日
本
の
歴

史
９　

朱
印
船
と
南
へ
の
先
駆
者
』
ぎ
ょ
う

せ
い
、『
朱
印
船
時
代
の
日
本
人　

消
え
た

東
南
ア
ジ
ア
日
本
町
の
謎
』
小
倉
貞
男
、『
影

印
本
異
国
日
記
─
金
地
院
崇
伝
外
交
文
書
集

成
』
異
国
日
記
刊
行
会
編
、『
御
朱
印
船
航

海
図
』
中
村
拓
、『
南
海
の
貿
易
商
・
西
類
子
』

中
田
易
直
（『
歴
史
読
本
』
１
９
７
８
年
１

月
号
）、『
西
ル
イ
ス
覚
書
』
山
本
皓
造
、『
戦

国
期
三
好
政
権
の
研
究
』
天
野
忠
幸
、『
戦

国
三
好
一
族
』
今
谷
明
、『
泉
陽
高
校
百
年
』

大
阪
府
立
泉
陽
高
等
学
校
記
念
誌
編
集
委
員

会
編
、『
大
阪
伝
承
地
誌
集
成
』
三
善
貞
司

ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
⑤　

妙
国
寺
前
〜
花
田
口

堺
き
っ
て
の
貿
易
商
と

子
育
て
幽
霊
伝
説
の
寺

全
国
的
に
有
名
な
妙
国
寺
以
外
に
も
、
貿
易
商
人
西
ル
イ
ス
の
菩
提
寺
、

夏
目
漱
石
が
訪
れ
た
学
校
、
子
育
て
幽
霊
伝
説
の
お
寺
な
ど
、

見
ど
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
で
す
。

2014年3月号 No.484

妙国寺前妙国寺前妙国寺前妙国寺前

花田口花田口花田口花田口

大小路大小路大小路大小路

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

大阪府道12号堺大和高田線

大阪府道12号堺大和高田線

阪
神
高
速　

号
堺
線

阪
神
高
速　

号
堺
線

1515

材木町東材木町東材木町東材木町東

宿屋町東宿屋町東宿屋町東宿屋町東

妙国寺妙国寺

本受寺本受寺

櫛笥寺櫛笥寺

土居川公園土居川公園

大阪府立
泉陽高等学校
大阪府立
泉陽高等学校

戎公園
（ザビエル公園）

戎公園
（ザビエル公園）

材木町交差点材木町交差点

堺伝統産業会館堺伝統産業会館

材木町西材木町西材木町西材木町西

12

紀
州
街
道

紀
州
街
道

  妙国寺前〜花田口まち歩きマップ

材木町交差点

本受寺碑

泉陽高等学校

櫛笥寺 本受寺
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ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
⑥
　
花
田
口
〜
大
小
路

ザ
ビ
エ
ル
公
園
と
　

堺
の
聖
女

　

花
田
口
停
留
場
の
西
側
に
あ

る
戎
公
園
は「
ザ
ビ
エ
ル
公
園
」

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
天
文
一
九

年（
一
五
五
〇
）来
堺
し
た
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
を
歓
待

し
た
豪
商
・
日
比
屋
了り

ょ
う
け
い
珪（
了

慶
）の
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
が

そ
の
由
来
。
当
初
は
ザ
ビ
エ
ル

た
ち
を
怪
し
ん
で
い
た
と
も
言

わ
れ
る
了
珪
で
し
た
が
、
宣
教

師
と
交
流
す
る
う
ち
に
信
仰
に

目
覚
め
、
屋
敷
内
に
瓦
葺
き
三

階
建
て
の
教
会
を
建
設
し
ま
し

た
。

　

三
人
の
娘
た
ち
も
キ
リ
シ
タ

ン
と
な
り
、
中
で
も
長
女
モ
ニ

カ（
一
五
四
九
〜
七
七
）は「
堺

の
聖
女
」と
呼
ば
れ
た
熱
心
な

信
徒
で
し
た
。
許
婚
だ
っ
た
叔

父
が
仏
教
徒
だ
っ
た
た
め
結
婚

を
拒
み
、
刀
を
突
き
つ
け
ら
れ

て
も
な
お
翻
意
せ
ず
、
つ
い
に

は
叔
父
を
キ
リ
シ
タ
ン
に
改
宗

さ
せ
め
で
た
く
結
婚
し
た
、
な

ど
の
逸
話
が
の
こ
っ
て
い
ま

す
。

奉
行
所
跡
と
　
　
　

名
奉
行
の
逸
話

　

公
園
を
出
て
大
阪
府
道
・
奈

良
県
道
一
二
号（
堺
大
和
高
田

線
）を
東
に
向
か
う
と
、
堺
市

立
殿と

の
ば
ば

馬
場
中
学
校
の
角
近
く
に

「
堺
奉
行
所
跡
碑
」と
説
明
板
が

あ
り
ま
す
。
戦
国
期
に
は
石
田

三
成
も
着
任
し
た
堺
政
所
が

あ
っ
た
場
所
で
、
江
戸
時
代
に

は
堺
奉
行
が
こ
こ
を
本
拠
と
し

て
堺
の
町
や
河
内
・
和
泉
の
天

領
を
統
治
し
て
い
ま
し
た
。

　

天
保
時
代
の
初
期
に
在
任
し

た
矢や

べ
さ
だ
の
り

部
定
謙
は
、
権
勢
に
媚
び

な
い
剛
直
な
姿
勢
を
貫
い
た
名

奉
行
と
し
て
知
ら
れ
、
堺
在
任

中
に
は
、
眼
科
医
と
先
代
の
隠

し
子
が
争
っ
た
裁
判
で
、
古
歌

も
交
え
道
理
を
も
っ
て
双
方
を

諭
し
和
解
に
導
い
た
逸
話
が
の

こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
な
じ
み
堺
音
頭
　

作
詞
家
の
生
家
跡

　

堺
奉
行
所
跡
か
ら
府
道
を
ひ

と
つ
西
に
戻
っ
て
南
下
す
る
と

他
の
碑
と
並
ん
で「
山
本
梅ば

い
し史

生
家
の
跡
碑
」が
あ
り
ま
す
。

梅
史
は
本
名
を
徳
太
郎
と
い

い
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
活
躍
し
た
俳
人
で
す
。
七

歳
の
時
父
と
死
別
し
ま
す
が
、

神
童
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
才
能

を
発
揮
し
、
高
浜
虚
子
ら
に
師

事
。
俳
人
と
し
て
の
活
躍
の
ほ

か
、
堺
市
役
所
に
勤
め
市
政
に

も
携
わ
り
ま
し
た
が
、
何
よ
り

も
有
名
な
の
は『
堺
音
頭
』の
作

詞
者
と
し
て
で
し
ょ
う
。「
物

の
は
じ
ま
り
や
な
ん
で
も
堺　

三
味
も
小
唄
も
み
な
堺
」は
堺

市
民
に
は
お
な
じ
み
の
名
フ

レ
ー
ズ
で
す
。

町
衆
に
慕
わ
れ
た
　

石
田
梅
岩
の
座
像

　

さ
ら
に
南
に
進
む
と
菅
原
神

社
が
見
え
ま
す
。
菅
原
道
真
公

自
作
の
木
像
が
堺
の
浜
に
漂
着

し
た
の
を
祀
っ
た
の
が
始
ま
り

と
伝
え
ら
れ
、
戎

え
び
す

社
・
薬
祖
社

も
併
せ
祀
ら
れ
る
境
内
に
は
、

思
想
家
・
石
田
梅ば

い
が
ん岩（
一
六
八
五

〜
一
七
四
四
）の
座
像
が
あ
り

ま
す
。
梅
岩
の
創
始
し
た
石せ

き
も
ん門

心し
ん
が
く学
は
江
戸
時
代
後
期
、
商
の

倫
理
を
説
い
た
思
想
で
、
身
分

を
超
え
多
く
の
人
に
信
奉
さ
れ

ま
し
た
。

　

府
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
随
身
門
の
か
た
わ
ら

に
は「
奇き

え
ん
ひ
ょ
う
じ
ん
せ
き

縁
冰
人
石
」も
あ
り
ま

す
。
迷
子
を
探
す
親
が
子
の
名

を
書
い
た
紙
、
見
つ
け
た
人
が

子
の
特
徴
を
書
い
た
紙
を
貼
り

合
っ
た
も
の
で
、
か
つ
て
堺
の

町
の
中
枢
だ
っ
た
こ
の
一
帯
が

お
お
い
に
賑
わ
っ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

■
参
考
資
料

『
堺
市
史
』
堺
市
、『
サ
ビ
エ
ル
の
渡
来
と
西
洋

文
化
』
大
阪
市
教
育
委
員
会
、『
ザ
ヴ
ィ
エ
ル

と
堺
』
湯
谷
稔
、『
日
比
屋
了
珪
一
族
』
松
田

毅
一
、『
堺
の
聖
女
』
岡
田
章
雄
、『
江
戸
時
代

の
堺
の
ま
ち
と
堺
奉
行 

堺
市
立
中
央
図
書
館

郷
土
資
料
展
』
堺
市
立
中
央
図
書
館
編
、『
堺

奉
行
の
新
資
料 

い
ま
描
か
れ
る
豊
か
な
都
市

像
』
堺
市
博
物
館
編
、『
天
保
暴
れ
奉
行 

気
骨

の
幕
臣
矢
部
定
謙
』
中
村
彰
彦
、『
泉 

第11

巻
第
９
号 

山
本
梅
史
先
生
追
悼
號
』
山
本
史

太
郎
、『
俳
句
研
究 

第
５
巻
第
９
號 

昭
和
13
年

９
月
號 

山
本
梅
史
追
悼
』
改
造
社
編
、『
石
門

心
学
史
の
研
究
』石
川
謙
、『
校
訂
道
二
翁
道
話
』

中
沢
道
二
、『
日
本
思
想
大
系
42 

石
門
心
学
』

岩
波
書
店
編
、『
堺
名
所
案
内
』中
井
恒
次
郎
編
、

『
道
ば
た
の
文
化
遺
産 

第
３
号
』
同
研
究
会
編
、

『
大
阪
伝
承
地
誌
集
成
』
三
善
貞
司
編

ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
⑥　

花
田
口
〜
大
小
路

「
聖
女
伝
説
」か
ら

「
奇
縁
冰
人
石
」へ

北
区
の
町
名
に
残
る「
花
田
」村
に
至
る

街
道
の
入
り
口
だ
っ
た
花
田
口
か
ら
、

東
西
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
大
小
路
ま
で
、

往
年
の
キ
リ
シ
タ
ン
や
名
奉
行
な
ど
、

街
の
歴
史
の
名
残
を
訪
ね
歩
き
ま
し
た
。

2014年6月号 No.487

戎公園（ザビエル公園）

菅原神社

花田口花田口花田口花田口

大小路大小路大小路大小路

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

紀
州
街
道

紀
州
街
道

櫛屋町西櫛屋町西櫛屋町西櫛屋町西

熊野町東熊野町東熊野町東熊野町東
戎之町東戎之町東戎之町東戎之町東

櫛屋町東櫛屋町東櫛屋町東櫛屋町東

車之町東車之町東車之町東車之町東

1丁1丁1丁1丁

1丁1丁1丁1丁

1丁1丁1丁1丁

2丁2丁2丁2丁

2丁2丁2丁2丁

3丁3丁3丁3丁

3丁3丁3丁3丁

戎公園
（ザビエル公園）

山本梅史生家跡の碑
※他に堺商工会議所発祥之地碑
　などあり

堺奉行所跡･旧堺市役所跡碑（道路西側）
説明板（道路東側）

12

  花田口〜大小路まち歩きマップ

公園内の「聖フランシスコ・ザビエル芳躅（ほう
たく・良い事跡の意）の碑」

堺奉行所跡・
旧堺市役所跡碑

山本梅史生家の跡碑（左）

菅原神社の石田梅岩座像

「奇縁冰人石」は境内西側随身門のかたわらに



19　M a c h i a r u k i  H a n k a i s e n 18

ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
⑦
　
大
小
路
〜
宿
院

安
倍
晴
明
ゆ
か
り
の

「
晴
明
辻
」

　

大お
お
し
ょ
う
じ

小
路
と
南
北
に
走
る
大だ

い
ど
う道

筋す
じ

の
交
差
点
は「
晴せ

い
め
い
つ
じ

明
辻
」と
称

さ
れ
、
陰お

ん
み
ょ
う
じ

陽
師
安あ

べ
の
せ
い
め
い

倍
晴
明
ゆ
か

り
の
辻
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
占
い
の
一
種
に
、
辻
に

立
っ
て
最
初
に
通
る
人
の
言
葉

か
ら
吉
凶
を
判
断
す
る「
辻つ

じ
う
ら占
」

が
あ
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代
の

随
筆『
本ほ

ん
ち
ょ
う
せ
じ
だ
ん
き

朝
世
事
談
綺
』に
は

「
晴
明
が
こ
こ
を
通
り
か
か
っ

た
際
に
後
世
の
た
め
に
占
い
の

書
を
埋
め
た
」と
し
、
辻
占
の

起
源
だ
と
い
う
記
述
が
あ
り

ま
す
。
同
じ
く
江
戸
時
代
の

『
全ぜ

ん
か
い
し
ょ
う
し

堺
詳
志
』は
こ
の
説
を
根
拠

な
し
と
し
て
い
ま
す
が
、
気
に

な
る
の
は
な
ぜ
こ
ん
な
伝
説
が

生
ま
れ
た
の
か
で
す
。晴
明
は
、

阿
倍
野
に
住
む
安あ

べ
の
や
す
な

倍
保
名
と
信し

の

太だ
や
ま山
に
住
む
白
狐
葛く

ず
の
は

之
葉
の
子

と
す
る
説
話
が
あ
り
ま
す
。
両

地
を
結
ぶ
位
置
に
あ
る
堺
の
住

民
に
と
っ
て
も
お
な
じ
み
の
物

語
で
、「
晴
明
辻
」伝
説
の
元
に

な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

三
つ
茄
子
の
神
紋
　

「
開
口
神
社
」

　

晴
明
辻
か
ら
大
小
路
通
り
を

東
に
向
か
い
、
山
之
口
商
店
街

の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
入
っ
て
南
に

進
む
と
、
開あ

ぐ
ち口
神
社
の
鳥
居
の

前
に
出
ま
す
。
同
神
社
は
堺
旧

市
内
唯
一
の
式
内
社（
平
安
時

代
の「
延え

ん
ぎ
し
き

喜
式
」に
記
さ
れ
た
神

社
）で
す
。
そ
の
神
紋
は
遠
く

か
ら
は「
巴
紋
」に
見
え
ま
す

が
、よ
く
見
る
と「
三
つ
茄
子
」。

社
伝
に
よ
る
と
白は

く
ほ
う鳳

年
間（
七

世
紀
中
旬
）頃
氏
子
に
一
つ
の

蔓
よ
り
茄
子
が
三
つ
な
る
と
い

う
奇き

ず
い瑞

が
起
こ
り
、
そ
れ
が
神

社
に
奉
納
さ
れ
た
の
が
由
緒
と

さ
れ
ま
す
。

　

開
口
神
社
で
こ
れ
も
見
て
お

き
た
い
の
が「
三
好
元
長
戦
死

跡
」の
碑
。
商
店
街
側
の
鳥
居

か
ら
入
っ
て
、
向
か
っ
て
左
側

の
狛
犬
の
手
前
に
あ
り
ま
す
。

元
長（
一
五
〇
一
〜
三
二
）は
三

好
三
人
衆
の
父
で
、
細
川
晴
元

に
仕
え
た
武
将
で
す
。
堺
公く

ぼ
う方

足あ
し
か
が
よ
し
つ
な

利
義
維
を
擁
し
て
畿
内
の
実

力
者
と
な
り
ま
す
が
、
晴
元
と

仲
違
い
し
、
ま
た
法
華
宗
を
保

護
し
た
こ
と
で
一
向
宗
と
対

立
。
晴
元
と
結
ん
だ
一
向
一
揆

衆
の
猛
攻
で
、
開
口
神
社
付
近

の
顕け

ん
ぽ
ん
じ

本
寺
に
立
て
籠
り
ま
し
た

が
、あ
え
な
く
戦
死
し
ま
し
た
。

義
維
と
元
長
の
政
権
を「
堺
幕

府
」と
呼
ぶ
史
家
も
い
ま
す
。

「
宿
院
頓
宮
」と
　
　

「
白
夜
の
兎
」群
像

　

商
店
街
を
南
下
、
山
之
口
筋

の
交
差
点
を
渡
り
東
に
進
む
と

宿し
ゅ
く
い
ん
と
ん
ぐ
う

院
頓
宮
の
鳥
居
が
。
同
社

は
住
吉
大
社
・
大
鳥
大
社
の

夏
の
祭
礼
で
神
輿
を
迎
え
る

「
御
旅
所
」で
、
境
内
東
側
に

は
、
海
幸
山
幸
神
話
に
登
場
す

る
潮し

お
ひ
る
た
ま

干
珠
が
埋
め
ら
れ
雨
が

降
っ
て
も
空
堀
の
ま
ま
と
い
う

「
飯い

い
が
い
ぼ
り

匙
堀
」が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
公
園
ス
ペ
ー
ス
に

は
、
岩
田
千か

ず

虎と
ら（

一
八
九
三
〜

一
九
六
六
）指
導
の
下
に
制
作

さ
れ
た「
白
夜
の
兎
」群
像
が
あ

り
ま
す
。
千
虎
は
獣
医
の
か
た

わ
ら
動
物
の
彫
刻
を
作
り
続
け

た
と
い
う
異
色
の
彫
刻
家
。
昭

和
八
年（
一
九
三
三
）以
降
二
科

展
や
帝
展
に
相
次
い
で
入
選
、

戦
後
は
日
展
の
審
査
員
な
ど
も

務
め
、
昭
和
の
堺
を
代
表
す
る

芸
術
家
の
一
人
で
す
。

　

千
虎
は
昭
和
三
三
年
第
一
次

南
極
観
測
隊
帰
還
の
際
取
り
残

さ
れ
た
樺か

ら
ふ
と太

犬
一
五
頭
の
慰
霊

像（
の
ち
に
タ
ロ
・
ジ
ロ
二
頭

の
生
存
が
判
明
）も
制
作
し
て

お
り
、
像（
オ
リ
ジ
ナ
ル
老
朽

化
の
た
め
昭
和
六
二
年
復
元
し

た
も
の
）は
今
も
大
浜
公
園
内

に
あ
り
ま
す
。

■
参
考
資
料

『
堺
市
史
』
堺
市
、『
本
朝
世
事
談
綺
』
菊
岡

沾
涼
、『
頭
註
全
堺
詳
志
』
河
野
文
吉
・
高

志
芝
巌
・
高
志
養
浩
、『
俚
言
集
覧
増
補
上
巻
』

名
著
刊
行
会
、『
堺
名
所
案
内
』
中
井
恒
次
郎

編
、『
大
阪
伝
承
地
誌
集
成
』
三
善
貞
司
編
著
、

『
彫
刻
の
美
』
本
郷
新
・
中
央
公
論
美
術
出
版
、

『
そ
て
つ
の
あ
ゆ
み
』
蘇
鐵
會
編

ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
⑦　

大
小
路
〜
宿
院

「
晴
明
伝
説
の
辻
」か
ら

「
白
夜
の
兎
」群
像
へ

大
小
路
は
堺
の
旧
市
街
地
を

東
西
に
横
切
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
。

明
治
四
年
ま
で
は
こ
の
道
が

摂
津
国
・
和
泉
国
の
境
界
で
、

ま
さ
に「
堺（
さ
か
い
）＝
境
」の
道
。

そ
の
大
小
路
か
ら
宿
院
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

2015年1月号 No.494

開口神社

大小路大小路大小路大小路

宿院宿院宿院宿院

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

〈
大
道
筋
〉（

紀
州
街
道
）

〈
大
道
筋
〉（

紀
州
街
道
）

堺
山
之
口
商
店
街

堺
山
之
口
商
店
街

中
央
環
状
線

〈フェニックス（宿院）通り〉

中
央
環
状
線

〈フェニックス（宿院）通り〉

至 大浜公園

至 大浜公園

〈大小路通り（シンボルロード）〉

〈大小路通り（シンボルロード）〉

甲斐町西甲斐町西甲斐町西甲斐町西

大町西大町西大町西大町西

中之町西中之町西中之町西中之町西

市之町東市之町東市之町東市之町東

宿院町東宿院町東宿院町東宿院町東
宿院頓宮

大浜公園まで
約1km

開口神社

晴明辻跡碑

大小路〜宿院まち歩きマップ

交差点北東に建つ晴明辻跡碑

開口神社本殿と「三つ茄子」

三好元長戦死跡碑

岩田千虎が手がけた「白夜の兎」群像

水が溜まることのない「飯匙堀」
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ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
⑧
　
宿
院
〜
寺
地
町

さ
か
い
利
晶
の
杜
も
近
い

「
千
利
休
屋
敷
跡
」

　

宿
院
停
留
場
を
下
車
す
る

と
、
今
年
三
月
オ
ー
プ
ン
し
た

「
さ
か
い
利り

し
ょ
う晶
の
杜も

り

」は
す
ぐ
そ

こ
。
そ
の
東
隣
の
通
り
に「
千

利
休
屋
敷
跡
」が
あ
り
ま
す
。

「
椿
の
井
戸
」と
ゆ
か
り
の
大
徳

寺
山
門
の
古
い
部
材
で
建
て
ら

れ
た「
井
戸
屋
形
」な
ど
、
利
休

の
劇
的
な
生
涯
を
し
の
ぶ
こ
と

が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

キ
リ
シ
タ
ン
を
匿
っ
た

「
唱
名
山
阿
免
寺
」

　

屋
敷
跡
か
ら
南
に
向
か
い
、

角
を
右
に
曲
が
っ
た
先
の
大
き

な
通
り
に
は
、
阿あ

め
ん
じ

免
寺
が
あ
り

ま
す
。
開
創
は『
堺
市
史
』に
よ

れ
ば
文
禄
元
年（
一
五
九
二
）。

キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
が
強
ま
っ
た

時
代
、
同
寺
を
開
い
た
光こ

う
あ
じ
ょ
う

阿
浄

林り
ん

上
人
は
、
浄
土
宗
の「
他
力

本
願
」の
教
え
に
基
づ
く
万
人

救
済
の
精
神
で
、
キ
リ
シ
タ
ン

を
温
か
く
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

当
時
の
本
堂
は
床
が
高
く
、
下

に
マ
リ
ア
像
を
置
け
る
構
造

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
現
在
の

建
物
は
戦
後
の
再
建
で
す
が
、

キ
リ
シ
タ
ン
の
想
い
を
尊
重
し

て
、
本
尊
・
阿
弥
陀
如
来
像
の

光
背
部
分
に
十
字
架
が
取
り
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
宗
教

史
上
ユ
ニ
ー
ク
な
お
寺
で
す
。

詩
人
と
作
曲
家
の
母

校「
英
彰
小
学
校
」

　

中
之
町
西
か
ら
寺
地
町
西

と
の
境
目
の
市
道
を
北
西
に

行
く
と
、
堺
市
立
英え

い
し
ょ
う彰
小
学

校
が
あ
り
ま
す
。
明
治
三
四

年（
一
九
〇
一
）堺
市
立
英
彰

尋
常
小
学
校
と
し
て
創
立
さ

れ
、
昭
和
一
二
年（
一
九
三
七
）

現
在
地
に
移
転
。
卒
業
生
に
詩

人
の
安あ

ん
ざ
い西

冬ふ
ゆ
え衛（

一
八
九
八
〜

一
九
六
五
）と
作
曲
家
の
飯
田

信
夫（
一
九
〇
三
〜
九
一
）が
い

ま
す
。

　

安
西
冬
衛
は「
て
ふ
て
ふ
が

一
匹
韃だ

っ
た
ん靼
海
峡
を
渡
っ
て
行
っ

た
」の
一
行
詩「
春
」が
有
名
。

飯
田
信
夫
は
戦
前
の
国
民
歌
謡

「
隣
組
」の
作
曲
者
…
…
と
い
っ

て
も
ピ
ン
と
来
な
い
人
が
多
い

で
し
ょ
う
が
、
戦
後
生
ま
れ

の
昭
和
世
代
な
ら
ザ
・
ド
リ

フ
タ
ー
ズ
の
人
気
番
組「
ド
リ

フ
大
爆
笑
」の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

テ
ー
マ
の
元
歌
、
で
お
わ
か
り

い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。
同
校

の
校
歌
は
こ
の
二
人
の
作
詞
・

作
曲
で
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
人
と

国
民
的
歌
謡
の
作
曲
家
と
の
組

み
合
わ
せ
に
は
興
味
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

明
治
天
皇
も
訪
れ
た

「
河
盛
仁
平
邸
宅
跡
」

　

英
彰
小
学
校
か
ら
引
き
返
し

て
、
ま
っ
す
ぐ
南
東
に
向
か
い

紀
州
街
道
に
出
る
と
、
阪
堺
線

の
線
路
脇
に
明
治
天
皇
行
在
所

旧
跡
碑
が
あ
り
ま
す
。
明
治

一
〇
年（
一
八
七
七
）天
皇
が
滞

在
さ
れ
た
こ
の
場
所
に
は
、
幕

末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し

た
豪
商
・
河
盛
仁
平
の
邸
宅
が

あ
り
ま
し
た
。

　

河
盛
仁
平
は
天
保
四
年

（
一
八
三
三
）
生

ま
れ
。
家
業
の
綿

布
問
屋
・
廻
船
問

屋
を
継
い
で
商

勢
を
拡
大
。
日
本

で
初
め
て
広
告

入
り
貸
し
傘
を

考
案
し
た
ア
イ

デ
ア
マ
ン
で
あ

り
、
社
会
貢
献
に

も
熱
心
で
し
た
。

自
身
は
質
素
倹

約
を
旨
と
し
、
晩

年
家
業
が
不
振

に
陥
っ
た
時
も

「
自
分
は
裸
で
出
て
来
て
裸
で

帰
る
の
だ
」と
語
り
、
五
三
歳

で
没
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
創
業
者
・
鳥

井
駒
吉
は
若
き
日
仁
平
の
支
援

を
受
け
て
お
り
、
仕
事
へ
の
情

熱
や
社
会
還
元
の
考
え
方
で
影

響
を
受
け
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
意
味
で
、
仁
平
の
精

神
は
駒
吉
を
通
じ
て
今
な
お
生

き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

■
参
考
資
料

『
堺
市
史
』
堺
市
、『
頭
註
全
堺
詳
志
』
河
野

文
吉
・
高
志
芝
巌
・
高
志
養
浩
、『
堺
名
所
案
内
』

中
井
恒
次
郎
編
、『Asahi 100

』
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
㈱
、『
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
１
２
０
年
』
同
前

ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
⑧　

宿
院
〜
寺
地
町

「
千
利
休
屋
敷
跡
」か
ら

「
河
盛
仁
平
邸
宅
跡
」へ

「
さ
か
い
利
晶
の
杜
」オ
ー
プ
ン
で

活
気
づ
く
宿
院
界
隈
か
ら
、

中
之
町
を
経
て
寺
地
町
ま
で
、

面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
彩
ら
れ
た

ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
ま
し
た
。

2015年6月号 No.499

阪堺電車の線路沿いに立つ明治天皇行在所旧跡碑

宿院宿院宿院宿院

寺地町寺地町寺地町寺地町

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

中
央
環
状
線

〈フェニックス（宿院）通り〉

中
央
環
状
線

〈フェニックス（宿院）通り〉

宿院町東宿院町東宿院町東宿院町東

宿院町西宿院町西宿院町西宿院町西

中之町西中之町西中之町西中之町西

寺地町西寺地町西寺地町西寺地町西

寺地町東寺地町東寺地町東寺地町東

中之町東中之町東中之町東中之町東

堺市立
英彰小学校

明治天皇行在所旧跡
（河盛仁平邸宅跡）

さかい利晶の杜

千利休屋敷跡

阿免寺

土
居
川

土
居
川

中之町公園

宿院〜寺地町まち歩きマップ

千利休屋敷跡  千利休屋敷跡外観

さかい利晶の杜

阿免寺

英彰小学校
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ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
⑨
　
寺
地
町
〜
御
陵
前

与
謝
野
晶
子
　
　
　

ゆ
か
り
の
小
学
校

　

阪
堺
電
車
・
寺
地
町
停
留
場

と
交
差
す
る
東
西
の
通
り
を
東

に
進
み
、
少
林
寺
町
東
の
交
差

点
を
過
ぎ
る
と
、
堺
市
立
少
林

寺
小
学
校
が
見
え
て
き
ま
す
。

前
身
は
与
謝
野
晶
子
と
そ
の
弟

の
母
校
・
宿
院
尋
常
小
学
校
で

あ
り
、
正
門
横
に
は「
を
と
う

と
は 

を
か
し 

お
ど
け
し 

紅

き
頬
に 

涙
流
し
て 

笛
な
ら
う

さ
ま
」の
歌
碑
が
あ
り
ま
す
。

豊
臣
秀
吉
が
愛
し
た

塩
風
呂

　

少
林
寺
小
学
校
の
北
側
に
あ

る
の
が
旭

ぎ
ょ
く
れ
ん
じ
ゃ

蓮
社
大
阿
弥
陀
経
寺

で
す
。
創
建
者
・
澄
円
は
和
泉

国
大
鳥
郡
の
出
身
で
、
鎌
倉

時
代
末
期
、
元（
中
国
）に
渡

り
、
念
仏
修
行
の
結
社
で
あ
る

白び
ゃ
く
れ
ん
じ
ゃ

蓮
社
に
学
び
、
帰
国
後
の
元

徳
二
年（
一
三
三
〇
）白
蓮
社
に

倣
っ
て
旭
蓮
社
を
草
創
し
ま
し

た
。

　

同
寺
に
は
か
つ
て
塩
風
呂
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
豊
臣
秀
吉

が
入
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
り

ま
す
。

化
物
の 

正
体
見
た
り 

松
木
淡
々
？

　

大
阿
弥
陀
経
寺
か
ら
西
に
戻

り
、
少
林
寺
小
学
校
の
北
西
角

を
曲
が
っ
て
南
に
進
み
、
丁
字

路
を
東
に
曲
が
る
と
大
安
寺
に

着
き
ま
す
。
総
檜
書
院
造
の
本

堂
は
富
裕
層
の
住
宅
の
特
徴
を

示
し
て
お
り
、
豪
商
・
納
屋

（
呂ル

ソ
ン宋
）助
左
衛
門
の
邸
宅
だ
っ

た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

狩
野
派
の
本
堂
障
壁
画
や
名
品

「
虹
の
手
水
鉢
」な
ど
、
貴
重

な
文
化
財
を
残
す
同
寺
に
は
、

「
松ま

つ

木き
た
ん
た
ん

淡
々
頭
巾
塚
」と
呼
ば
れ

る
石
碑
が
あ
り
ま
す（
境
内
は

堺
文
化
財
特
別
公
開
期
間
の
み

見
学
可
）。

　

松
木
淡
々
（
一
六
七
四
〜

一
七
六
一
）は
江
戸
時
代
中
期

の
大
坂
生
ま
れ
の
俳
人
。
芭
蕉

一
門
に
学
び
、
大
坂
を
拠
点
と

し
て
俳
諧
の
秘
伝
書
・
伝
授
書

を
乱
発
し
て
一
介
の
俳
人
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
の
財
を
成
し
ま

し
た
。
俳
文
集『
鶉
衣
』で
知
ら

れ
る
俳
人
横
井
也や

ゆ
う有
が
訪
問
し

た
際
、
横
柄
な
態
度
で
一
言
も

話
さ
な
い
。
そ
の
不
遜
を
目
の

当
た
り
に
し
た
也
有
が
去
り
際

に
作
っ
た
の
が「
化
物
の 

正
体

見
た
り 

枯
尾
花
」の
一
句
で
し

た
。こ
の
句
は
広
く
伝
わ
っ
て
、

現
在
も「
幽
霊
の
…
」と
い
う
形

で
使
わ
れ
ま
す
。

古
き
時
代
の
　
　
　

よ
す
が
を
残
す
界
隈

　

大
安
寺
を
出
て
西
に
向
か
え

ば
南な

ん
し
ゅ
う
じ

宗
寺
。
戦
国
武
将
・
三
好

長
慶
が
一
六
世
紀
半
ば
に
建

立
、
町
衆
文
化
の
拠
点
の
一
つ

と
な
っ
た
堺
で
最
も
有
名
な
お

寺
の
一
つ
で
、
境
内
は
一
般

に
開
放
さ
れ
て
い
ま
す（
拝
観

料
：
大
人
四
〇
〇
円
・
中
人

三
〇
〇
円
・
小
人
二
〇
〇
円
）。

　

さ
て
南
旅
籠
町
界
隈
に
は
、

か
つ
て「
乳ち

も
り守

」と
い
う
地
名
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
由
来
は
古

く
、
神
功
皇
后
が
開
い
た
御
田

で
田
植
え
す
る（
住
吉
大
社
御

田
植
神
事
の
起
源
）た
め
長
門

国
か
ら
来
た
植う

え
め女

た
ち
が
こ
の

地
に
住
み
着
い
た
の
が
始
ま
り

と
伝
わ
り
ま
す
。

　

現
在
は
ほ
と
ん
ど
痕
跡
を
残

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
南
宗
寺
の

西
側
に
あ
る
臨
江
寺
の
境
内
に

は「
乳
守
明
神
社
」の
社
が
あ

り
、「
乳
守
」の
名
を
今
に
伝
え

る
数
少
な
い
よ
す
が
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
参
考
文
献

『
堺
市
史
』
堺
市
、『
頭
註
全
堺
詳
志
』
河
野

文
吉
・
高
志
芝
巌
・
高
志
養
浩
、『
堺
名
所

案
内
』
中
井
恒
次
郎
編
、『
大
阪
伝
承
地
誌

集
成
』
三
善
貞
司
編
著
、『
近
世
上
方
歌
舞

伎
と
堺
』
佛
教
大
学
研
究
叢
書
、『
上
方
色

町
通
』
食
満
南
北
、『
奇
説
つ
れ
づ
れ
草
紙
』

京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書

ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
⑨　

寺
地
町
〜
御
陵
前

「
晶
子
の
母
校
」か
ら

「
乳
守
明
神
社
」へ

か
つ
て
広
大
な
寺
の一
部
だ
っ
た
寺
地
町
。

一
帯
は
太
平
洋
戦
争
時
の
大
空
襲
で
も

比
較
的
被
害
が
少
な
か
っ
た
こ
の
エ
リ
ア
で
、

今
回
は
著
名
な
お
寺
と
と
も
に
、

比
較
的
知
ら
れ
て
い
な
い
ス
ポ
ッ
ト
も

巡
り
歩
い
て
き
ま
し
た
。
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納屋助左衛門の屋敷を移したとも言われる大安寺の本堂

堺市立少林寺小学校正門横の晶子歌碑

大阿弥陀経寺

寺地町寺地町寺地町寺地町

御陵前御陵前御陵前御陵前

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

阪
堺
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軌
阪
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紀
州
街
道

紀
州
街
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第
二
阪
和
国
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第
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和
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臨江寺境内の乳守明神社
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ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
⑩
　
御
陵
前
〜
東
湊

「
鯨
」の
記
憶
を
　
　

今
に
伝
え
る
出
島
浜

　

阪
堺
電
車
・
御
陵
前
停
留
場

を
南
に
下
り
、
土
居
川
を
越

え
て
西
に
曲
が
る
と
出
島
橋

（
出
島
橋
交
差
点
）が
見
え
て
き

ま
す
。
さ
ら
に
西
方
向
に
約

七
〇
〇
ｍ
行
く（
マ
ッ
プ
参
照
）

と
出
島
漁
港
で
す
。

　

出
島
浜
の
歴
史
は
非
常
に
古

く
、
鎌
倉
時
代
に
は
大
阪
湾
沖

合
に
迷
い
込
ん
だ
鯨
の
捕
獲
に

失
敗
し
て
慰
め
合
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
と
か
。
地
元
に
は「
鯨

ま
つ
り
」が
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。「
く
じ
ら
と
ろ
と
て
網
ま

で
す
い
て
」な
ど
と
鯨
音
頭
を

歌
い
な
が
ら
、
竹
組
み
で
作
っ

た
鯨
山だ

車し

を
担
い
で
出
島
浜
か

ら
住
吉
大
社
ま
で
練
り
歩
く
と

い
う
も
の
で
し
た
。
昭
和
二
九

年（
一
九
五
四
）以
降
半
世
紀
以

上
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
二
三
年（
二
〇
一
一
）、
地
元

住
民
中
心
の
取
り
組
み
に
よ
り

約
一
三
ｍ
の
鯨
山
車
が
復
活
。

住
吉
大
社
ご
鎮
座
一
八
〇
〇
年

大
祭
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
を
制
覇
し
た
　

「
天
下
一
」の
壷
塩

　

阪
堺
線
と
分
か
れ
、
紀
州
街

道
を
南
に
進
む
と
、
東
側
に
見

え
て
く
る
の
が
船
待
神
社
の
鳥

居
で
す
。
か
つ
て
は
も
っ
と
東

の
塩し

お

穴あ
な

郷
に
あ
っ
て
塩
穴
天
神

社
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
延

喜
元
年（
九
〇
一
）菅す

が

原わ
ら
の

道み
ち

真ざ
ね

が

左
遷
先
の
太
宰
府
へ
下
る
船
を

待
つ
間
に
参
拝
し
た
と
伝
わ

り
、
一
一
世
紀
に
は
道
真
を
合

祀
し
て
船
待
天
神
社
と
改
称
。

の
ち
現
在
地
に
遷
り
ま
し
た
。

　

面
白
い
の
が「
塩
穴
」と
い
う

地
名
に
も
見
ら
れ
る
塩
と
の
関

わ
り
で
す
。
か
つ
て
湊
地
区
は

塩
を
壷
に
入
れ
焼
き
上
げ
た

「
壷
塩
」の
名
産
地
で
、
江
戸
時

代
に
は「
天
下
一
御
壷
塩
師
・

堺
湊
伊
織
」な
ど
の
名
で
全
国

に
名
を
轟
か
せ
て
い
ま
し
た
。

大
昔
か
ら
あ
っ
た
　

紀
州
へ
の
道

　

紀
州
街
道
は
、
海
岸
線
が
現

在
よ
り
東
に
あ
っ
た
古
代
に

は
、
白
砂
青
松
の
美
し
い
海
岸

沿
い
で「
岸
の
辺
の
道
」と
呼
ば

れ
、
江
戸
時
代
に
は
紀
州
藩
の

参
勤
交
代
の
道
筋
で
し
た
。

　

船
待
神
社
の
先
は
、
御
陵
前

ま
で
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
、

住
宅
街
を
通
る
静
か
な
道
。
現

代
風
の
住
宅
に
交
じ
っ
て
、
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
格
子
窓
の
伝
統

的
町
屋
家
屋
が
見
ら
れ
、
旧
街

道
の
面
影
を
ひ
と
き
わ
色
濃
く

残
し
ま
す
。
な
か
で
も
目
を
引

く
の
が「
旧
湊
郵
便
局
」の
建

物
。
昭
和
八
年（
一
九
三
三
）か

ら
用
い
ら
れ
て
い
る
木
造
の
建

物
で
、
レ
ト
ロ
感
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。

　
『
街
道
を
ゆ
く
』の
司
馬
遼
太

郎
も
訪
れ
た
道
中
に
は
湊
西
ぼ

う
さ
い
公
園
が
あ
っ
て
、
湊
エ

リ
ア
の
歴
史
を
説
明
し
た
パ
ネ

ル
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
風
車
の
里
」だ
っ
た

泉
州
地
方

　

堺
市
立
新
湊
小
学
校
の
前
で

は「
風
車
」に
出
会
え
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
泉
州
地
域
は
綿

業
で
栄
え
ま
し
た
が
、
明
治
に

入
る
と
輸
入
綿
に
よ
っ
て
大
打

撃
を
受
け
ま
し
た
。
産
業
転
換

を
図
り
、
湊
か
ら
石
津
に
か
け

て
ミ
ツ
バ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な

ど
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
が
、

砂
質
土
壌
だ
っ
た
た
め
、
大
量

の
水
が
必
要
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
大
正
の
頃
、
地
元

の
有
志
が
オ
ラ
ン
ダ
風
車
を
ヒ

ン
ト
に
し
て
浜
風
を
動
力
と
し

た
風
車
に
よ
る
地
下
水
の
汲
上

げ
を
考
案
。
急
速
に
普
及
し
、

昭
和
四
〇
年（
一
九
六
五
）頃
の

湊
・
石
津
地
域
に
は
二
〇
〇
基

近
く
が
林
立
し
て
い
た
と
い
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
は

農
地
の
縮
小
や
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
導
入
な
ど
に
よ
っ
て
用
い

ら
れ
な
く
な
り
、
現
在
で
は
消

滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
新
湊

小
学
校
前
に
あ
る
風
車
は
レ
プ

リ
カ
で
、
湊
の
農
業
文
化
遺
産

を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

■
参
考
資
料

『
堺
市
史
』
堺
市
、『
堺
名
所
案
内
』
中
井
恒

次
郎
編
、『
街
道
を
ゆ
く 

堺
・
紀
州
街
道
』
司

馬
遼
太
郎
、『
堺
湊
焼
塩
壷
』
前
田
長
三
郎
他
、

『
堺
・
湊
の
風
景
１
０
０
』
湊
駅
前
東
通
り
商

店
会
、『
紀
州
街
道
を
ゆ
く
堺
西
湊
町
歴
史
絵

図
』
鎌
苅
一
身
制
作
※
以
上
二
点
は
一
心
堂

書
店
（
湊
駅
下
車
す
ぐ
）
で
取
扱
、『
堺
、
出

島
漁
港
の
い
ま
む
か
し
、
海
水
銭
湯
、
大
魚

夜
市
、布
団
太
鼓
』
都
市
デ
ザ
イ
ン
学
生
の
会
、

『
堺
出
島
浜
鯨
祭
り
』
鯨
祭
り
を
は
じ
め
と
す

る
湊
・
出
島
観
光
地
域
活
性
化
実
行
委
員
会

ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
⑩　

御
陵
前
〜
東
湊

「
出
島
浜
」か
ら

「
風
車
の
里
」へ

旧
堺
町
域
か
ら
旧
湊
村
の
領
域
へ
。

紀
州
街
道
が
阪
堺
線
と
分
か
れ
る
こ
の
エ
リ
ア
で
は
、

「
漁
港
」や「
鯨
」「
壷
塩
」「
風
車
」な
ど
、

農
漁
村
と
し
て
の
歴
史
が
た
ど
れ
ま
す
。

2016年8月号 No.513
2016年6月号 No.511
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ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
⑪
　
東
湊
〜
石
津
北

「
王
将
」が
　
　
　
　

生
ま
れ
育
っ
た
地

　

現
在
の
堺
区
協
和
町
の
辺
り

は
明
治
初
め「
大
鳥
郡
舳
松
村

字あ
ざ

塩
穴
」と
い
い
ま
し
た
。
こ

の
地
に
明
治
三
年（
一
八
七
〇
）

に
誕
生
し
た
の
が
、
阪
田
三
吉

（
〜
昭
和
二
一
年〈
一
九
四
六
〉）

で
す
。

　

読
み
書
き
も
苦
手
の
身
な
が

ら
、将
棋
に
無
類
の
才
を
発
揮
。

ラ
イ
バ
ル
関
根
金
次
郎
は
じ
め

強
豪
た
ち
と
わ
た
り
合
っ
た
波

乱
の
生
涯
は
、
没
後
発
表
さ
れ

た
北
條
秀
司
の
戯
曲『
王
将
』で

広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

た
だ
こ
こ
に

描
か
れ
る
三

吉
像
は
、
無

学
や
奇
行
の

一
面
が
誇
張

さ
れ
る
傾
向

が
見
ら
れ
ま

す
。

　

三
吉
の
生

地
で
あ
る

現
・
協
和
町
に
は「
王
将 

阪
田

三
吉
顕
彰
碑
」が
あ
り
ま
す
。

す
ぐ
近
く
の
市
立
人
権
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
内
の
舳へ

の

松ま
つ

人
権
歴

史
館
に
は「
阪
田
三
吉
記
念
室
」

が
設
け
ら
れ
、
同
地
域
の
あ
ゆ

み
と
と
も
に
、
大
胆
さ
と
と
も

に
思
慮
や
礼
儀
を
そ
な
え
た
人

で
も
あ
っ
た
三
吉
の
実
像
を
伝

え
て
い
ま
す
。

冥
土
か
ら
蘇
っ
た
男

が
通
っ
た
道

　

続
い
て
歩
く
熊
野
街
道
は

「
小
栗
街
道
」と
も
呼
ば
れ
ま

す
。
名
の
由
来
は
、
説
教
節
や

浄
瑠
璃
な
ど
で
語
ら
れ
た
伝
説

上
の
人
物「
小お

栗ぐ
り

判は
ん

官が
ん

」で
す
。

　

豪
勇
の
士
・
小
栗
判
官
は
、

美
貌
の
照
手
姫
を
見
初
め
結
婚

を
申
し
込
み
ま
す
が
、
悪
党
で

あ
る
照
手
の
親
兄
弟
に
毒
殺
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

閻
魔
大
王
の
計
ら
い
で
蘇
る

も
の
の
、動
け
な
い
餓
鬼
の
姿
。

相
手
が
小
栗
と
は
知
ら
ず
手
を

差
し
伸
べ
た
照
手
は
じ
め
、
善

意
の
人
々
が
引
く
車
で
熊
野
に

た
ど
り
つ
き
、
熊
野
の
湯
で
元

通
り
の
姿
と
な
っ
て
悪
を
討
ち

照
手
と
も
結
ば
れ
る
、
と
い
う

不
思
議
な
お
話
で
す
。

　

堺
市
内
の
地
名「
熊
野
」を

「
ゆ
や（
＝
湯
屋
）」と
読
ま
せ
る

の
は
、
こ
の
小
栗
判
官
の
伝
説

に
ち
な
ん
だ
と
い
う
説
も
あ
り

ま
す
。

　

平
安
の
昔
か
ら
都
と
熊
野
を

結
び
、
多
く
の
旅
人
が
通
っ
て

き
た
街
道
沿
い
。
住
宅
や
工
場

が
連
な
る
静
か
な
街
並
み
の
な

か
に
は
、
旅
人
を
導
く
一
里
塚

に
祀
ら
れ
た
お
地
蔵
様
や
祭
り

の
伝
統
を
支
え
る
布
団
太
鼓
の

蔵
な
ど
も
あ
っ
て
、
地
域
の
歴

史
を
偲
ば
せ
ま
す
。

■
参
考
文
献

『
堺
市
史
』
堺
市
、『
堺
名
所
案
内
』
中
井
恒

次
郎
編
、『
郷
土
史
に
か
が
や
く
人
び
と
５
』

青
少
年
育
成
大
阪
府
民
会
議
、『
九
四
歩
の
謎 

孤
高
の
棋
士
・
坂
田
三
𠮷
伝
』
岡
本
嗣
郎
、『
漂

泊
の
物
語 

説
経 

小
栗
判
官
』
広
末
保
、『
和

泉
の
む
か
し
ば
な
し
』
和
む
研
究
室
、『
堺
・

布
団
太
鼓
盛
衰
記
』
山
中
啓
祐
己 

他

ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
⑪　

東
湊
〜
石
津
北

「
阪
田
三
吉
」

「
小
栗
判
官
」

伝
説
的
人
物
の

足
跡
を
た
ど
っ
て

東
湊
か
ら
一
昨
年
開
業
し
た
石
津
北
ま
で
、

な
に
わ
の
天
才
棋
士
・
阪
田
三
𠮷
の
ふ
る
さ
と
、

伝
説
の
ヒ
ー
ロ
ー
・
小
栗
判
官
が
た
ど
っ
た

街
道
な
ど
を
巡
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

2017年8月号 No.525

熊野（小栗）街道と第2阪和国道の交点にたたずむ一里山地蔵尊（左）

東湊東湊東湊東湊

石津北石津北石津北石津北

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

第
二
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和
国
道

第
二
阪
和
国
道

熊
野（
小
栗
）街
道

熊
野（
小
栗
）街
道

人権ふれあいセンター
舳松人権歴史館
阪田三記念室

一里山地蔵尊
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しおあなの森
保育園

太鼓蔵

王将阪田三顕彰碑

熊野街道碑

紀
州
街
道

紀
州
街
道

東湊〜石津北 まち歩きマップ

太鼓蔵すぐ南の道沿いに建つ
熊野街道碑

舳松人権歴史館の阪田三𠮷記念室「王将 阪田三𠮷顕彰碑」。碑名は大山康晴十五世名人の筆による

街道沿いには東湊地区の太鼓蔵も

東湊停留場界隈
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ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
⑫
　
石
津
北
〜
石
津

住
宅
街
に
接
す
る
　

小
さ
な
丘

　
「
石
津
」の
名
の
由
来
に
は

「
古
墳
を
築
く
石
を
受
け
入
れ

る
津（
船
着
き
場
）だ
っ
た
か

ら
」「
エ
ビ
ス
神
が
五
色
の
石
を

持
っ
て
き
た
か
ら
」等
諸
説
が

あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
長
い

歴
史
を
示
す
内
容
。
そ
れ
を
示

す
名
所
も
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

石
津
北
の
停
留
場
か
ら
府
道

三
四
号
を
東
に
向
か
っ
た
先
に

あ
る
の
が
、
百
舌
鳥
古
墳
群
の

最
西
端
に
位
置
す
る
乳ち

の

岡お
か

古

墳
。
四
世
紀
後
半
の
築
造
と
推

定
さ
れ
、
前
方
後
円
墳
と
し
て

は
百
舌
鳥
古
墳
群
で
も
最
古
と

い
い
ま
す
。
被
葬
者
は
不
明
で

す
が
、
相
撲
と
埴
輪
の
祖
・
野の

見み
の

宿す
く

禰ね

や
仁
徳
天
皇
の
乳
母
な

ど
の
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
五
〇
年
代
ま
で
寺
が

建
っ
て
い
た
と
い
う
墳
丘
は
、

元
来
の
前
方
後
円（
台
形
＋
円

形
）の
う
ち
前
方
部
が
部
分
的

に
失
わ
れ
た
形
で
す
。
周
り
を

囲
む
濠
も
な
く
な
り
、
府
道
沿

い
の
店
舗
と
住
宅
街
に
囲
ま
れ

た
小
さ
な
丘
と
い
う
風
情
。
保

存
の
た
め
立
ち
入
り
は
禁
止
さ

れ
て
お
り
、
周
辺
住
宅
街
の
路

上
か
ら
眺
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
古
墳
と
現
代
の
暮
ら
し

が
共
存
す
る
街
・
堺
な
ら
で
は

の
景
観
と
い
え
ま
す
。

え
べ
っ
さ
ん
　
　
　

ゆ
か
り
の
二
神
社

　

乳
岡
古
墳
の
石
碑
が
あ
る
あ

た
り
か
ら
西
南
方
向
に
府
道

二
〇
六
号
を
進
み
、
国
道
二
六

号
に
出
て
北
に
行
く
と
石い

し

津づ

神

社
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
西
方
向

に
約
九
〇
〇
ｍ（
マ
ッ
プ
参
照
）

歩
く
と
石い

わ

津つ

太た

神
社
に
た
ど
り

着
き
ま
す
。

　

両
神
社
は
と
も
に
、
は
る
か

昔
五
色
の
石
を
携
え
こ
の
地
に

漂
着
し
た
と
い
う
エ
ビ
ス
神

（
え
べ
っ
さ
ん
）を
祀
り
、「
日

本
最
古
の
戎

え
び
す

宮
」を
称
し
て
い

ま
す
。
源
流
は
一
つ
の
神
社

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

石
津
神
社
の
境
内
に
は
、
樹

齢
数
百
年
の
御
神
木
や
与
謝
野

晶
子
の
歌
碑（「
人
と
わ
れ
お
な

じ
十
九
の
お
も
か
げ
を
う
つ
せ

し
水
よ
石
津
川
の
流
れ
」な
ど

石
津
川
を
う
た
っ
た
二
首
）が

あ
り
ま
す
。

　

石
津
太
神
社
の
北
本
殿
・
南

本
殿
・
拝
殿
・
一
の
鳥
居
・
二

の
鳥
居
は
い
ず
れ
も
江
戸
時
代

の
建
築
で
堺
市
の
指
定
有
形
文

化
財
。
毎
年
一
二
月
に
行
わ
れ

る「
や
っ
さ
い
ほ
っ
さ
い
」祭
も

有
名
で
す
。

ひ
と
や
す
み
の
　
　

地
蔵
さ
ん

　

さ
て
、
石
津
太
神
社
か
ら
石

津
停
留
場
ま
で
は
す
ぐ
な
の
で

す
が
、
こ
こ
ま
で
来
た
ら
ぜ
ひ

と
も
お
ま
い
り
し
た
い
の
が

「
横
寝
地
蔵
」。
紀
州
街
道
を
少

し
北
上
し
て
石
津
川
駅
前
東
本

通
商
店
街
に
入
る
と
、
す
ぐ
南

側
に
地
蔵
堂
が
あ
り
ま
す
。

　

元
々
は
石
津
川
沿
い
に
祀
ら

れ
て
い
た
の
で
す
が
、
い
つ
の

ま
に
か
横
倒
し
に
祀
ら
れ
て

「
横
寝
地
蔵
」に
な
っ
た
、
と
言

わ
れ
る
不
思
議
な
お
地
蔵
さ

ん
。
眼
病
や
水
難
除
け
に
ご
利

益
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
忙
し
い

現
代「
慌
て
ず
ゆ
っ
く
り
、
ひ

と
や
す
み
し
て
い
き
な
さ
い
」

と
さ
と
し
て
い
る
よ
う
な
親
し

み
や
す
い
仏
様
で
す
。

■
参
考
文
献

『
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市
史
』堺
市
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所
案
内
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井
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次
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石津北停留場

ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
⑫　

石
津
北
〜
石
津

「
乳
岡
古
墳
」か
ら

「
え
べ
っ
さ
ん
の
街
」へ

古
墳
建
造
の
た
め
の「
石
」、

海
の
彼
方
か
ら
来
た
エ
ビ
ス
神
が

手
に
握
っ
て
い
た「
五
色
の
石
」な
ど
、

地
名
の
由
来
に
諸
説
あ
る

石
津
の
ま
ち
の
北
部
を
歩
き
ま
し
た
。

石津太神社は江戸時代以来の鳥居を
今にのこす

2018年4月号 No.533

乳岡古墳
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ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
⑬
　
石
津
〜
船
尾

南
朝
名
将
の
　
　
　

記
憶
を
伝
え
る
碑

　

石
津
停
留
場
を
降
り
て
、
紀

州
街
道
を
南
に
向
か
う
と
石
津

川
。
橋
は「
太
陽
橋
」と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
昔
、
人
び
と
が
、

石
津
川
で
、
朝
は
生
駒
よ
り

昇
っ
て
く
る
朝
日
、
夕
は
堺
浦

に
沈
む
夕
日
を
拝
ん
だ
と
い
う

の
が
橋
の
名
の
由
来
だ
と
か
。

　

橋
を
渡
っ
た
先
す
ぐ
左
手
に

は「
北
畠
顕
家
戦
死
の
地
」の
供

養
塔
と
碑
が
あ
り
ま
す
。
北
畠

顕
家（
一
三
一
八
〜
三
八
）は

『
神
皇
正
統
記
』を
著
し
た
北
畠

親
房
の
長
男
。
後
醍
醐
天
皇
の

も
と
建
武
の
新
政
権
で
活
躍
し

ま
す
が
、
南
北
朝
の
争
い
の
な

か
堺
浦
・
石
津
で
二
一
歳
の
若

さ
で
討
ち
死
に
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
供
養
塔
と
碑
は
石
津

ゆ
か
り
の
歴
史
的
人
物
の
大
切

な
史
跡
と
し
て
地
域
の
人
び
と

に
よ
っ
て
守
ら
れ
、
碑
の
横
の

ポ
ス
ト
に
は
解
説
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
入
っ
て
い
ま
す
。

地
元
出
身
名
僧
　
　

ゆ
か
り
の
お
堂

　

顕
家
碑
の
北
側
に
接
す
る
道

を
南
方
向
に
進
み
、
阪
堺
電
車

の
踏
切
を
越
え
て
約
五
〇
〇
m

行
く
と
、
右
手
に
諏
訪
神
社
遥

拝
所
、
そ
の
東
向
か
い
に
浜
寺

船
尾
薬
師
堂
が
あ
り
ま
す
。

　

諏
訪
神
社
は
旧
船
尾
村
の
氏

神
。
明
治
末
年
、
政
府
の「
神

社
合
祀
令
」に
よ
り
ご
神
体
が

石い
わ

津つ

太た

神
社
に
合
祀
さ
れ
た

後
、
現
在
の
地
に
遥
拝
所
が
建

て
ら
れ
ま
し
た
。

　

浜
寺
船
尾
薬
師
堂
は
、
鎌
倉

時
代
の
高
野
山
の
名
僧
・
道
範

（
一
一
七
八
〜
一
二
五
二
）ゆ
か

り
の
お
堂
。
も
と
は
、
こ
の
地

出
身
の
道
範
が
創
建
し
た
寺
が

あ
り
ま
し
た
が
、
明
治
時
代
は

じ
め
に
廃
寺
と
な
り
、
そ
の

後
、
地
元
の
人
び
と
に
よ
っ
て

小
堂
、
さ
ら
に
現
在
の
薬
師
堂

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

教
会
の
隣
に
　
　
　

小
さ
な
神
社
が

　

道
を
西
に
進
め
ば
、
ゴ
ー
ル

で
あ
る
船
尾
停
留
場
で
す
が
、

少
し
寄
り
道
し
て
踏
切
前
の
道

を
右
折
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
日

本
聖
公
会
の
堺
聖
テ
モ
テ
教
会

が
見
え
て
き
ま
す
。

　

明
治
二
二
年（
一
八
八
九
）に

宣
教
師
が
堺
で
伝
道
を
開
始
し

た
の
が
同
教
会
の
は
じ
ま
り
。

戦
後
、諏
訪
森
地
域
に
移
転
し
、

昭
和
六
〇
年
現
・
教
会
堂
を
建

設
。
シ
ン
プ
ル
な
白
亜
の
建
物

は
昭
和
六
二
年
大
阪
ま
ち
な
み

賞
、
平
成
六
年
堺
市
都
市
景
観

賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
教
会
の
北
隣
、
小
さ

な
植
え
込
み
の
奥
の
細
長
い
敷

地
に
は
、
鳥
居
と
ほ
こ
ら
が
あ

り
ま
す
。
一
帯
は
諏
訪
神
社
の

元
々
の
鎮
座
地
で
、
昭
和
二
四

年（
一
九
四
九
）末
社
が
あ
っ
た

土
地
の
一
部
を
買
い
上
げ
、
あ

ら
た
め
て
ご
祭
神
を
祀
っ
た
こ

と
が
、
説
明
板
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
足
を
伸
ば
せ
ば
、
南

海
諏
訪
ノ
森
駅
。
大
正
八
年

（
一
九
一
九
）築
の
西
駅
舎
は
地

域
の
名
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

静
か
な
住
宅
地
の
な
か
に

も
、
住
ま
う
人
び
と
が
積
み
重

ね
て
き
た
地
域
の
歴
史
へ
の
思

い
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

■
参
考
文
献
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史
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内
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史
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ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
⑬　

石
津
〜
船
尾

「
太
陽
橋
」か
ら

「
諏
訪
森
」へ

は
る
か
昔
、
神
功
皇
后
の
船
団
の

最
後
尾
の
船
が
海
岸
に
着
い
た
の
が
、

地
名
の
由
来
と
伝
わ
る「
船
尾
」。

街
な
か
に
息
づ
く
歴
史
の
遺
産
を
、

め
ぐ
り
歩
き
ま
し
た
。

石津石津石津石津

船尾船尾船尾船尾
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堺
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堺
線
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堺
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軌
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堺
線

石 津 川

浜寺船尾薬師堂

諏訪神社南海諏訪ノ森駅西駅舎

諏訪神社遥拝所

堺聖テモテ教会

太陽橋

北畠顕家
戦死の地碑
北畠顕家
戦死の地碑

←踏切

なんば方面行
ホーム→

　和歌山方面行
←ホーム　

紀
州
街
道

紀
州
街
道

紀
州
街
道

紀
州
街
道

南
海
本
線

南
海
本
線

石津〜船尾 まち歩きマップ

太陽橋からの石津川の眺め

北畠顕家の供養塔と碑。かたわらには解説板も

石津太神社に合祀されている
旧・諏訪神社のご神体を拝むための遥拝所

船尾出身の名僧ゆかりの浜寺船尾薬師堂

1919年築、今も現役の諏訪ノ森駅西駅舎

教会すぐ隣の一角には鳥居とほこらが 歴史ある住宅街の一角に建つ堺聖テモテ教会
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ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
⑭
　
船
尾
〜
浜
寺
駅
前

町
な
か
に
残
る
　
　

「
三
光
」の
名

　

船
尾
停
留
場
を
下
り
た
ら
、

ま
ず
は
前
回
も
紹
介
し
た
南
海

諏
訪
ノ
森
駅
西
駅
舎
に
入
り
、

入
り
口
す
ぐ
上
の
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
を
眺
め
ま
し
ょ
う
。
描
か

れ
て
い
る
の
は
白は

く

砂し
ゃ

青せ
い

松し
ょ
う

の
風

景
。こ
れ
か
ら
向
か
う
浜
寺（
高

師
浜
）の
地
は
古
来
浜
辺
に
松

林
が
広
が
る
美
景
で
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

駅
舎
を
出
た
後
は
、
住
宅
や

店
舗
が
連
な
る
紀
州
街
道
を
南

へ
。
紀
州
街
道
碑
が
建
つ
浜
寺

三
光
会
館
前
を
過
ぎ
、
細
い
三

光
川
に
か
か
っ
た
三
光
橋
と
呼

ば
れ
る
小
さ
な
橋
を
渡
り
ま

す
。「
三
光
」の
名
は
、
南
北
朝

時
代
高
師
浜
に
大
雄
寺
と
い
う

お
寺
を
建
立
し
た
禅
宗
の
名

僧
・
三
光
国
師（
孤こ

峰ほ
う

覚か
く

明み
ょ
う

、

一
二
七
一
〜
一
三
六
一
）に
由

来
す
る
も
の
。
南
方
の
浜
よ
り

に
は「
三
光
松
」と
呼
ば
れ
た
見

事
な
松
の
記
憶
を
伝
え
る
碑
も

あ
り
ま
す
。

　

地
名「
浜
寺
」は
も
と
も
と
、

大
雄
寺
の
通
称
だ
っ
た「
浜
の

寺
」か
ら
来
た
、
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

阪
堺
と
　
　
　
　
　

南
海
の
交
点

　

さ
ら
に
歩
い
て
、
右
折
し
て

南
海
線
の
踏
切
を
越
え
る
と
、

大
阪
府
道
二
〇
四
号
堺
阪
南

線
。
こ
こ
か
ら
南
は
、
車
が
行

き
交
う
こ
の
広
い
府
道
が「
紀

州
街
道
」に
な
り
ま
す
。

　

歩
道
を
南
に
行
く
と
、
東
側

の
家
並
み
の
向
こ
う
に
小
さ

な
赤
い
鉄
橋
が
見
つ
か
り
ま

す
。
地
上
を
走
る
南
海
線
と
交

差
す
る
阪
堺
線
の
鉄
橋
で
、
少

し
行
っ
た
先
に
あ
る
踏
切
を
わ

た
っ
て
北
方
向
に
進
む
と
路
上

か
ら
全
体
を
見
渡
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

鉄
橋
の
西
側
に
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
た
土
台
の

よ
う
な
部
分
が
あ
り
、
こ
こ
に

は
一
九
四
四
年（
昭
和
一
九
）ま

で「
海か

い

道ど
う

畑ば
た

」と
い
う
阪
堺
電
車

の
停
留
場
が
設
け
ら
れ
て
い
た

と
い
い
ま
す
。

　

連
続
立
体
交
差
事
業
に
よ

り
、
近
い
将
来
、
阪
堺
が
鉄
橋

上
を
渡
る
現
在
の
眺
め
に
代
わ

る
新
し
い
風
景
が
生
ま
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

明
治
以
来
の
　
　
　

二
大
ス
ポ
ッ
ト

　

西
側
に
浜
寺
公
園
の
松
林
を

眺
め
な
が
ら
紀
州
街
道
を
南
に

行
く
と
、
い
よ
い
よ
阪
堺
電
車

の
浜
寺
駅
前
停
留
場

で
す
。

　

停
留
場
の
西
側
に

は
開
園
か
ら
一
四
五

年
の
歴
史
を
有
す
る

大
阪
府
営
浜
寺
公
園

の
正
面
入
口
、
東
側

に
は
南
海
電
鉄
浜
寺

公
園
駅
と
、
明
治
時

代
末
に
生
ま
れ
た
旧

駅
舎
。
景
勝
の
地
、

行
楽
エ
リ
ア
、
ま
た

住
宅
街
と
、
地
域
の

歴
史
が
凝
縮
さ
れ
た

地
点
と
い
え
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
本
紙
お
な
じ
み
の

ス
ポ
ッ
ト
。
そ
の
歴
史
や
魅
力

は
こ
こ
で
は
書
き
つ
く
せ
な
い

の
で
、
今
後
も
各
コ
ー
ナ
ー
で

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

■
参
考
文
献

『
堺
市
史
』堺
市
、『
堺
名
所
案
内
』中
井
恒
次
郎
編
、

『
日
本
鉄
道
旅
行
地
図
帳
10
号 

大
阪 

全
線
・
全
駅
・

全
廃
線
』 

今
尾
恵
介
監
修
、『
昭
和
の
終
着
駅 

関

西
篇
』
交
通
新
聞
社
、『
あ
な
た
の
知
ら
な
い
大

阪
「
駅
」
の
謎
』
米
屋
こ
う
じ
著
、『
浜
寺
公
園

ぐ
る
り
歴
史
漫
歩
』
浜
寺
公
園
管
理
事
務
所
編

ま
ち
歩
き
阪
堺
線
シ
リ
ー
ズ
⑭　

船
尾
〜
浜
寺
駅
前

「
諏
訪
ノ
森
駅
西
駅
舎
」か
ら

「
浜
寺
公
園
駅
旧
駅
舎
」へ

二
〇
一二
年「
大
和
川
」か
ら
始
ま
っ
た

阪
堺
線
ま
ち
歩
き
も
、

い
よ
い
よ
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
。

阪
堺
線
、
南
海
線
そ
し
て
紀
州
街
道
が

並
行
し
ま
た
交
差
す
る
、

浜
寺
へ
の
道
の
り
を
歩
き
ま
す
。

2019年1月号 No.542

南海線の上を横切る阪堺電車の鉄橋

船尾船尾船尾船尾
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堺
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堺
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堺
線

三
光
川

海道畑停留場跡

南海浜寺公園駅旧駅舎

南海諏訪ノ森駅
西駅舎

三光橋

南
海
本
線

南
海
本
線

浜寺公園

紀
州
街
道

紀
州
街
道

紀
州
街
道

紀
州
街
道

紀
州
街
道

紀
州
街
道

紀
州
街
道

紀
州
街
道

三光松跡碑

浜寺三光会館
紀州街道碑

諏訪森町→
西３丁交差点　

船尾〜浜寺駅前 まち歩きマップ

三光松跡碑

阪堺電車の浜寺駅前停留場

紀州街道（府道204号）と浜寺公園

浜寺三光会館と紀州街道碑

諏訪ノ森駅西駅舎のステンドグラス

三光橋
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堺
製
油
所
の
あ
ゆ
み

　
堺
・
高
石
・
泉
大
津
三
市
域
の
沿
岸
エ
リ
ア
で
「
堺
泉
北
臨
海
工
業
地
帯
」
の
整
備
が

開
始
さ
れ
た
の
は
一
九
五
六
年
の
こ
と
。
堺
製
油
所
は
J
X
T
G
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
の
前
身

で
あ
る
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
㈱
が
、
現
在
地
で
一
九
六
三
年
建
設
に
着
手
。
一
年
八
ヵ
月
経
て

一
九
六
五
年
に
完
成
し
、「
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
㈱
堺
製
油
所
」と
し
て
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
一
九
七
〇
年
、「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
日
本
万
国
博
覧
会

が
開
催
さ
れ
、
高
度
成
長
日
本
を
象
徴
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
代
背

景
の
中
、
堺
製
油
所
は
「
重
油
間
接
脱
硫
装
置
」
を
建
設
し
、
稼
働
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
こ
の
装
置
は
重
油
か
ら
硫
黄
分
を
取
り
除
く
装
置
で
す
。

　
一
九
七
四
年
、
か
ね
て
よ
り
地
域
社
会
の
理
解
を
重
視
し
て
い
た
堺
製
油
所
は
、
地
域

向
け
月
刊
紙「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」の
発
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
一
一
月
号
で
は「
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
・
テ
ニ
ス
教
室
」
の
参
加
者
を
募
集
し
、
第
一
期
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
ゼ

ネ
ラ
ル
石
油
に
は
テ
ニ
ス
愛
好
の
社
風
が
あ
り
、
そ
れ
を
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
活
か
そ
う
と
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
、45
年
以
上
経
っ
た
現
在
で
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
一
九
八
〇
年
代
は
自
動
車
や
半
導
体
な
ど
、
日
本
製
品
が
世
界
の
市
場
を
席
巻
し
た
時

代
で
、
パ
ソ
コ
ン
あ
る
い
は
ゲ
ー
ム
機
と
い
う
形
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
日
常
の
暮
ら
し
の

中
に
広
が
り
始
め
た
の
も
こ
の
頃
か
ら
で
す
。一
九
八
四
年
に
堺
製
油
所
に
完
成
し
た「
流

動
接
触
分
解
装
置
」に
も
当
時
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
装
置
は
重
質
油
を
分
解
さ
せ
、
ガ
ソ
リ
ン
基
材
へ
転
化
す
る
装
置
で
、
導
入
に
よ
り

ガ
ソ
リ
ン
の
生
産
能
力
が
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

　
昭
和
か
ら
平
成
に
時
代
が
変
遷
し
、
平
成
二
年
目
に
入
っ
た
一
九
九
〇
年
は
バ
ブ
ル
景

気
最
後
の
年
で
す
。
米
ソ
冷
戦
体
制
が
徐
々
に
崩
壊
し
、
世
界
中
が
大
き
く
揺
れ
た
時
期

で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
年
、
堺
製
油
所
は
堺
市
制
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
推
進
委
員
会

か
ら
社
会
貢
献
活
動
に
対
す
る
感
謝
状
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
が
同
年

八
月
号
で
創
刊
二
〇
〇
号
を
迎
え
、
堺
市
長
か
ら
記
念
の
こ
と
ば
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
年
に
は
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
原
料
と
な
る
パ
ラ
キ
シ
レ

ン
の
製
造
設
備
を
新
設
し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
生
産
体
制
を
築
き
ま
し
た
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
イ
ヤ
ー
と
呼
ば
れ
た
二
〇
〇
〇
年
、
こ
の
年
の
七
月
に
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油

㈱
と
東
燃
㈱
の
合
併
に
よ
り
東
燃
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
㈱
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
二
〇
〇
八
年
、“
変
”
と
い
う
漢
字
で
表
さ
れ
た
こ
の
年
は
、北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
・
i
P
h
o
n
e
の
発
売
な
ど
、
変
化
に
富
ん
だ
年
と
な
り
ま
し
た
。
堺

製
油
所
で
は
こ
の
年
、「
大
容
量
泡
放
射
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
、
災
害
発
生
時
の
対
応

力
を
大
き
く
高
め
ま
し
た
。
ま
た
、
一
二
月
に
は
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
イ
ヤ
ー
エ
ン
ド
コ

ン
サ
ー
ト
」
の
第
一
回
を
開
催
し
、
現
在
ま
で
毎
年
の
恒
例
行
事
と
し
て
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
二
〇
一
七
年
四
月
、
J
X
グ
ル
ー
プ
と
東
燃
ゼ
ネ
ラ
ル
グ
ル
ー
プ
（
T
G
）
が
経
営
統

合
し
、
J
X
T
G
グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
当
所
は
東
燃
ゼ
ネ
ラ
ル
石

油
㈱
堺
工
場
か
ら
、
J
X
T
G
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
堺
製
油
所
と
名
称
を
改
め
ま
し
た
。
現
在

に
至
る
ま
で
、
半
世
紀
以
上
の
長
期
に
渡
り
、
安
全
の
確
保
と
環
境
保
全
に
配
慮
し
た
石

油
製
品
・
石
油
化
学
製
品
の
生
産
と
供
給
を
一
貫
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
地
域
社
会
の

ご
理
解
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
れ
ら
の
生
産
活
動
継
続
と
共
に
、
地
域
の
皆
様
と
の
交
流

を
変
わ
る
こ
と
な
く
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

地域の皆様との交流
地域の皆様との交流を図るため、月刊地域紙「フェニッ
クス」発行と並行して、毎年恒例の「フェニックステ
ニス教室」「イヤーエンドコンサート」をはじめ、各
種のイベントを開催しています。

安全への取り組み
南海トラフ地震など大規模地震の対策として、「緊急
避難場所兼予備品保管倉庫」「新防災センター」建設、
スラリーウォール工法による液状化対策を実施。また
各種の防災訓練を行っています。

完成当時のパラキシレン製造装置
流動接触分解装置の建設風景
（昭和59年8月23日撮影）

重油間接脱硫装置の建設。運び
込まれた蒸留塔（上）を敷地に建
てる（下）（昭和45年撮影）

フェニックス・テニス教室の開催風景。昭和50年頃と思われる

大容量泡放射システムの訓練風景

当時の幡谷豪男堺市長からの「記念のことば」
（平成2年9月）

常圧蒸留装置の建設
（昭和40年2月22日撮影）

イヤーエンドコンサート

緊急避難場所兼予備品高所保管倉庫 新防災センター

フェニックス45周年
浜寺公園駅旧駅舎フェニックス祭

フェニックステニス教室

堺・泉北臨海特別防災地区総合防災訓練

現在（平成26年12月撮影）
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　阪堺電気鉄道阪堺線の各停留場を目印にしたまち歩き企画として

2012 年秋スタートした本コーナーも、6 年と数カ月を経て “完走”

となりました。

　年数回の掲載でしたが、毎回読者の皆様からの反響は大きく、ハガ

キをとおして寄せられた「面白かった」「この場所は知らなかった」「紙

面を手に歩いてみた」などのコメントは大きな励みになりました。

　制作にあたっては、住吉生まれ・堺育ちで堺エリアの歴史や名所に

詳しい陸
む

奥
つ

賢
さとし

氏（観光家 / コモンズ・デザイナー / 社会実験者）の

協力をいただきました。同氏提供の原案を土台に、本紙編集スタッフ

が実際に現地をめぐり歩くことにより、毎回の記事は生まれました。

　今、刊行を迎えるにあたり、本連載をご愛読いただいた読者の皆様、

また記事制作にご協力いただいたすべての方々に、あらためて深く感

謝申し上げます。

JXTG エネルギー株式会社
堺製油所 フェニックス編集室




